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Ⅰ．学校法人の概要 

１．建学の理念・精神 

本学の理念は「伝統文化の価値を尊重し、武道の平和構想をあまねく普及して、国際友好親善を

深め、それによって世界平和を築く」という考えを基に「武道精神を基調とする人材の育成」を目

的として設立した。 

この理念は松前重義博士の『建学訓』として、大学の精神的な基盤となっている。 

   建学訓は、人生にとっても最も根本的な課題「いかなる人生を生きるか」という問いに対して、

希望と勇気を「武道・スポーツ」の中に見出しながら、人格、体躯、友情を養い、磨き、培い、堂々

たる道を歩めと説き、学生・教職員の指針となっている。 
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２．沿革 

1979 年 12 月 

（財）日本武道館会長として、武道を通じた国際交流を熱心に推進した松前重

義は、国際的に活躍できる指導者の育成等の必要性を痛感し、国際武道大学の

設立構想を提唱、（財）日本武道館常任理事会において、千葉県勝浦市に国際武

道大学の設置を決議 

1980 年 1 月 
勝浦市議会において、国際武道大学誘致のため 9 万 9,000 平方メートルの土地

を無償提供することを全会一致で決議 

1981 年 4 月 （財）国際武道大学設立準備財団の設立認可 

1983 年 
1 月 国際武道大学新築工事起工式を挙行 

12 月 学校法人国際武道大学の設置認可 

1984 年 

4 月 国際武道大学の開学式及び第一期の入学式を挙行 

6 月 
4 号館（図書館・食堂棟）の増築工事及び 5 号館（教室・屋内プール・体育場・

体操場）の新築工事に伴う地鎮祭を挙行 

9 月 全天候型陸上競技場（第 3 種公認）及びテニスコート 2 面完成 

1985 年 
6 月 

4 号館の増築及び 5 号館が完成 

5 号館屋内プール開きを挙行 

10 月 勝浦市芳賀台に野球場が完成 
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1986 年 9 月 （財）日本武道館の武道科学研究センターが大学敷地内に完成 

1987 年 
4 月 6 号館（講義棟）が完成 

8 月 7 号館（第 2 武道館）が完成 

1988 年 3 月 第１回卒業式を挙行 

1991 年 

3 月 8 号館（講義・研究棟）が完成 

9 月 松前達郎理事長（第 2 代）に就任 

10 月 創立者松前重義博士の銅像を建立 

1993 年 10 月 創立 10 周年記念式典及び祝賀会を挙行（於：勝浦） 

1994 年 
4 月 別科（武道専修課程）を設置 

9 月 松前記念国際交流会館が完成 

1995 年 

6 月 （財）日本武道館より武道科学研究センターを受贈 

10 月 附属武道・スポーツ科学研究所を開設 

12 月 大学院武道・スポーツ研究科の設置が文部大臣より認可される。 

1996 年 
4 月 大学院武道・スポーツ研究科を開設 

11 月 野球場に雨天練習場が完成 

1997 年 4 月 峯山研修所を開設 

2001 年 4 月 スポーツトレーナー学科、国際スポーツ文化学科を開設 

2003 年 

8 月 
オーストリア・ウィーンの松前武道センター内に国際武道大学ヨーロッパ事務

所を開設 

9 月 野球場管理棟が完成 

10 月 
創立 20 周年記念式典及び祝賀会を挙行（於：勝浦） 

創立 20 周年記念祝賀会を挙行（於：東京） 

2004 年 10 月 サッカー場（ＪＦＡ公認）が完成 

2007 年 4 月 20 周年記念 9 号館（講義・研究棟・トレーニングルーム）が完成 

2008 年 9 月 人工芝ラグビー場が完成 

2013 年 

4 月 武道学科（6 コース）及び体育学科（8 コース）の 2 学科体制へ改組 

10 月 
創立 30 周年記念式典及び祝賀会を挙行 

松前達郎記念球場・屋内野球練習場が完成 
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３．設置する学校・学部・学科等（2016 年 5 月 1 日現在） 

 

   法人の名称  学校法人国際武道大学 

   法人の所在地  千葉県勝浦市新官８４１番地 

   学 校 名  国際武道大学 

   大学所在地  千葉県勝浦市新官８４１番地 

名  称 開設年度 学長 

国際武道大学 

大 学 院 武道・スポーツ研究科 1996 年度 

髙見令英 

体育学部 

武道学科 1984 年度 

体育学科 1984 年度 

スポーツトレーナー学科 
2001年度 

（2013年度から募集停止） 

国際スポーツ文化学科 
2001年度 

（2013年度から募集停止） 

 

 

 ４．学部・学科等の学生数の状況（2016 年 5 月 1 日現在） 

（  ）内は女子学生内数 

 学科等 入学定員 入学者数 収容定員 在籍者数 

大 学 院 武道・ｽﾎﾟｰﾂ研究科 10  7（ 3） 20  16（ 3） 

体育学部 

武道学科 80  78（ 10） 360  374（ 62） 

体育学科 360  352（ 46） 1,280  1,489（183） 

ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾅｰ学科 募集停止 ― （ －） 60  5（  1） 

国際ｽﾎﾟｰﾂ文化学科 募集停止 ― （ －） 60  1（ 0） 

体育学部計 440  430（ 56） 1,760   1,869（246） 

別 科 武道専修課程 20  13（ 3） 20  13（ 3） 

合  計 470  450（ 62） 1,800  1,898（252） 

※体育学部スポーツトレーナー学科及び国際スポーツ文化学科は、2013 年度から学生募集を停止。 
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５．役員及び評議員の概要（2016 年 5 月 1 日現在） 

  （１）理事・監事の構成 

 定 数 現 員 任 期 備  考 

理 事 10～15 人  15 人  4 年（1、2 号除く） 

理 事 長 1 人 

副理事長 1 人又は 2 人 

常務理事 若干人 

監 事 2 人  2 人    

 

  （２）寄附行為選任条文（理事、監事） 

 (役員) 

第5条 この法人に、次の役員を置く。 

一 理事 10人以上15人以内 

二 監事 2人 

2 理事のうち1人を理事長とし、1人又は2人を副理事長とすることができ、理事総数の過半数

の議決により選任する。理事長又は副理事長の職を解任するときも、同様とする。 

3 理事(理事長及び副理事長を除く。)のうち若干人を常務理事とし、理事総数の過半数の議 決

により選任する。常務理事の職を解任するときも、同様とする。 

 

(理事の選任) 

第6条 理事は、次の各号に掲げる者とする。 

一 学長 

二 副学長 

三 評議員のうちから評議員会において選任した者 3人以上 

四 学識経験者のうちから理事会において選任した者 5人以上 

2 前項第1号及び第2号の理事がその職を退いたとき、又は第3号の理事が評議員の職を退いた

ときは、理事の職を失うものとする。 

3 第1項第2号に該当する者がいない場合、第1項第2号の規定は適用せず、同項第3号中「3人以

上」とあるのを「4人以上」とする。 

 

(監事の選任) 

第7条 監事は、この法人の理事、職員(学長、副学長、教員、その他の職員を含む。以下同じ。)

又は評議員以外の者であって理事会において選出した候補者のうちから、評議員会の同意を得

て、理事長が選任する。 

 

(役員の任期) 

第8条 役員(第6条第1項第1号及び第2号に掲げる理事を除く。以下この条において同じ。)の任

期は、4年とする。ただし、補欠の役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

2 役員は、再任されることができる。 

3 役員は、任期満了の後でも、後任の役員が選任されるまでは、なお、その職務を行う。 
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（３）理事・監事名簿 

     ［理事定数 10人以上 ～ 15人以内］  ［監事定数 2人］ 

     ［理事現員 15人］           ［監事現員 2人］ 

区 分 氏 名 選任条項 備 考 

理事長 松前 達郎 6－1－3  

副理事長 尾郷 良幸 6－1－3  

副理事長 松前 義昭 6－1－3  

常務理事・学長 髙見 令英 6－1－1  

常務理事 中村 敏之 6－1－4  

常務理事 直井 三郎 6－1－4  

常務理事 青木 勝彦 6－1－4  

常務理事 岩井 美樹 6－1－4  

理 事 大平 光洋 6－1－3  

理 事 猿田 寿男 6－1－4  

理 事 平山 正剛 6－1－3  

理 事 三藤 芳生 6－1－4  

理 事 蒔田  実 6－1－4  

理 事 森  英介 6－1－4  

理 事 山下 泰裕 6－1－4  

    

監 事 内田 安昭 7－1  

監 事 笠巻 孝嗣 7－1  
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（４）評議員の構成 

区 分 定 数 現 員 任 期 備  考 

第 1 号評議員 5 人～   7 人    2 年 理事兼任 2 人 

第 2 号評議員 5 人～   7 人    2 年  

第 3 号評議員 11 人～   17 人    2 年 理事兼任 8 人 

 

（５）寄附行為選任条文（評議員） 

      (評議員会) 

第21条 この法人に、評議員会を置く。 

2 評議員会は、21人以上31人以内の評議員をもって組織する。 

 

      (評議員の選任) 

第25条 評議員は、次の各号に掲げる者とする。 

一 この法人の教職員で理事会において推薦された者のうちから、評議員会において選任した

者 5人以上 

二 この法人の設置する学校を卒業した者で年齢25歳以上の者のうちから、理事会において選

任した者 5人以上 

三 学識経験者のうちから、理事会において選任した者 11人以上 

2 前項第1号に規定する評議員は、この法人の教職員の地位を退いたときは評議員の職を失うも

のとする。 

 

      (任期) 

第26条 評議員の任期は、2年とする。ただし、補欠の評議員の任期は、前任者の残任期間とする。 

2 評議員は、再任されることができる。 
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（６）評議員名簿 

   [評議員定数 21 人以上～31 人以内]     [評議員現員 31 人] 

区 分 氏 名 備 考 

 

区 分 氏 名 備 考 

第一号 髙見 令英 理事兼任 第三号 植芝 守央  

第一号 松井完太郎  第三号 内田 康介  

第一号 中島 一郎  第三号 大野 孝弘  

第一号 丸橋 利夫  第三号 小野 恭子  

第一号 岩井 美樹 理事兼任 第三号 片山幸太郎  

第一号 清野 義弘  第三号 川島 一浩  

第一号 野村 一也  第三号 窪田 史郎  

   第三号 栗原 茂夫  

第二号 秋場 信広  第三号 福本 修二  

第二号 石原 達朗  第三号 大平 光洋 理事兼任 

第二号 岩切 公治  第三号 尾郷 良幸 理事兼任 

第二号 大崎 栄貴  第三号 猿田 寿男 理事兼任 

第二号 清宮 正喜  第三号 平山 正剛 理事兼任 

第二号 深谷 典昭  第三号 松前 達郎 理事兼任 

第二号 藤田  純  第三号 松前 義昭 理事兼任 

   第三号 森  英介 理事兼任 

   第三号 山下 泰裕 理事兼任 
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６．教職員の概要 

   教員数                           （2016 年 5 月 1 日現在） 

 教 授 准教授 助 教 助 手 合 計 

武道学科 7   4   2   0   13   

体育学科 10   10   5   1   26   

スポーツトレーナー学科 6   3   0   0   9   

国際スポーツ文化学科 6   3   3   0   12   

別 科 0   0   1   0   1   

計 29   20   11   1   61   

※ 特任教員（教授 2 名、准教授 2、助教 2）含む 

 

   職員数   （2016 年 5 月 1 日現在） 

職員 40    

嘱託（常勤） 13    

小 計 53    

専門嘱託 12    

派遣事務職員 3    

非常勤職員 2    

合 計 70    
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７．校地・校舎面積 

2016 年 5 月 1 日現在（平成 28 年度学校基本調査） 

学 校 土 地 の 用 途 別 面 積（職員宿舎を除く） 

校舎・講堂・ 

体育施設敷地 
屋外運動場敷地 寄宿舎施設 その他 計 

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 

45,949 118,504 10,371 2,507 177,331 

 

 

学 校 建 物 の 用 途 別 面 積（延面積）（職員宿舎を除く） 

校          舎 

講義室・演習室 実験室・実習室 研究室 図書館 管理関係・その他 

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 

4,322 2,704 1,347 866 18,222 

 

学 校 建 物 の 用 途 別 面 積（延面積）（職員宿舎を除く） 

体育施設 寄宿舎 その他 計 
学校建物の用途別面積の

うち厚生補導施設（再掲） 

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 

12,794 1,979 609 42,843 2,278 

 

 

職員宿舎の土地面積 

（学校土地の用途別面積以外の土地面積） 

職員宿舎の建物面積 

（学校土地の用途別面積以外の土地面積） 

㎡ ㎡ 

2,211 3,434 
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８．組織図 

 

 

国 際 武 道 大 学
学 長

副 学 長

体 育 学 部

武 道 学 科

体 育 学 科

ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ ﾄ ﾚ ｰ ﾅ ｰ 学 科

国 際 ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ 文 化 学 科

入試 ・広報セン ター

別 科

大 学 院 武道・ｽﾎ ﾟ ｰﾂ研究科

監 事

常 務 理 事 会

松 前 記 念 館

法 人 事 務 局

理 事 会
理事長 松前達郎 評議員会

入 試 ・ 広 報 室

国 際 室

法 人 事 務 課

ヨーロッパ事務 所

健 康管 理セ ン タ ー

（ 健 康 管 理 室 ）
（ 学 生 相 談 室 ）
（ ｺﾝﾃ ﾞ ｨ ｼｮ ﾆﾝ ｸ ﾞ室 ）

学 長 室

国 際 交 流 セ ン タ ー

東 京 事 務 所

総合教育開発研究所

健康管理センター事務室

附 属 図 書 館
（ 総 合 情 報 セ ン タ ー ）

附属武道・ｽﾎﾟｰﾂ科学研究所

（ 研 究 支 援 セ ン タ ー ）
研究支援センター事務室

総合情報センター事務室

企 画 課

学 生 支 援 セ ン タ ー 学生支援センター事務室

教 務 部 教 務 課

大 学 事 務 部

総 務 課

人 事 課

会 計 課

社 会 活 動 支 援 課

兼ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋ ﾟｯｸ支援課
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Ⅱ．事業の概要 

１．主な事業の目的・計画及びその進捗状況 

 （１）将来構想に関する取り組み 

    ① 大学院教育の拡充について 

     2016 年度は大学院教育の拡充を図るため、次のとおり検討・改善に取り組んだ。 

      a  大学院修了要件に係る学位論文及び特定課題研究の審査基準等の見直しのため、ワーキング 

        グループにて確認・検討作業を行った。審査基準の個別明文化及び審査手順・方法の改善を 

        図り、規程の改正を行った。また、修了要件に含まれる中間発表会の実施方法・手順につい 

        ても改善を図り、次年度より新方式で中間発表会を実施することとなった。 
 

      b  大学院教育課程及びカリキュラムの見直しを行うべく、ワーキンググループにて検討作業を 

        行った。結果としては、次年度からの大学及び学部全体の中・長期計画に歩調を合わせて進 

        めていくこととなった。次年度も継続して教育課程の改善に取り組む。 

 

    ② 将来構想検討会議について 

     2016 年度は学部・学科改組について、以下のとおり検討を進めることとなった。 
 

     〔第一次改組〕 

      a  国際武道大学のフラッグシップである「武道」を社会へより明確に示すため、現在の体育学 

        部武道学科を武道学部武道学科（仮称）へ昇格させ、入学定員を 80 名から 100 名へと変更 

        する。なお、入学定員 100 名のうち、若干名を秋入学として留学生の受け入れ拡充を図る。 
 

      b  体育学部においては、既存の体育学科に加えてスポーツトレーナー学科（仮称）を新設し、 

        入学定員を体育学科 260 名、スポーツトレーナー学科（仮称）を 80 名とする。 
 

     〔第二次改組〕 

      c  体育学部の中に、スポーツ教育学科（仮称）〔定員 80 名〕を設置。 

        （認定こども園等への対応も勘案し、保育も含むものである。） 
 

      d  文部科学省の動向を見据え、定員 80 名の一部を 6 年間の一貫教育とする。 
 

     検討を進めるにあたり、第二次改組においては保育士資格を含めるため、様々な角度から慎重に検 

    討作業を進めることとする。また、入学定員を現在の 440 名から 520 名とした場合の学生募集方法 

    についても併せて検討する必要がある。この第二次改組の進捗状況に応じて、大学院武道・スポーツ 

    研究科の定員増や教職大学院の設置について検討をしていく。 

 

    ③中期計画（2015-19）について 

     「中期計画の骨子」 

      a  武道学科の抜本的改革と強化 

      b  前期中等教育における武道指導者の養成 

      c  教員養成の強化と 6 年一貫教育課程の設置 

      d  幼児教育から後期中等教育までの一貫した指導者の養成 

      e  外国人留学生比率の引き上げ 

      f  在籍学生における男女比の修正 

      g  海外拠点の強化と活用 

 

 

 （２）受験生確保に関する取り組み 

    ① 入学定員について 

      前年度に比較し、志願者は減少した。入学者においても、13 名減となる 417 名となり、学部の 

     定員充足率は 0.95 倍となった。 

      他大学での同系統の学部・学科の設置が活発であることが主な理由と思われる。 

      継続して、入試・広報両面からの検証と見直しをおこなう。 
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    ② 学生募集について 

      学生募集活動については、従来どおり、各クラブの指導者による募集、高校生向け会場ガイダン 

     ス・各高等学校で開催される校内ガイダンス・模擬授業などへ積極的に参加した。 

 

    ③ 入試制度・実施について 

      入試制度については、年明けに実施する、１月 AO 入試、一般入試、センター入試利用入試（前 

     期日程）の実施時期を変更した。 

      １月 AO 入試の実施時期を１月上旬から１月下旬に変更しエントリー期間に余裕を持たせたこ 

     とによる志願者の確保ができた。入学試験の運営、合格発表等について滞りなく実施した。 

 

 

 （３）教育支援に関する取り組み 

  【教務関係】 

     2013 年度の 4 学科から 2 学科への改組に伴い、教務システムの改修とともに、「学生支援（カルテ） 

    システム」、「Ｗｅｂ履修システム」、「Ｗｅｂシラバスシステム」及び「学びの自己点検サイクル確立 

    のための達成度自己評価システム」等を構築しこれらを有機的に連動させたトータルシステムの運用 

    ・管理を行っている。 

 

    ① 教育課程 

      単位制度の実質化を推進するためには、シラバスの充実、キャップ制、GPA 制度の導入とその 

     相互連携が重要である。シラバスにおいては次の内容をシラバスに明記することを全教員に求めて 

     いく必要がある。 

      a  準備学習等についての具体的な内容及びそれに必用な時間 

      b  授業における学修の到達目標及び成績評価の方法・基準 

      c  卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連 

      d  課題（試験やレポート等）に対するフィードバックを行うこと。 
 

      2016 年度は様式を変更して 7 年目を迎え、シラバスの内容はかなり充実してきており、今後も 

     更に向上させていく。シラバスと授業予算の妥当性や必要性等の適正化確保のため 2016 年度から 

     は予算申請に、体育学部長と学科長の決裁欄を設け明確化を図った。これについては今後も継続し 

     ていく。また、キャップ制、GPA 制度の導入については 2013 年度の学科改組と同時に導入し、 

     運用を開始した。それぞれかなり定着してきている。キャップ制は、原則として 49 単位とし、成 

     績評価については、A～D 評価に最高評価の S を加えた GPA 制度を導入した。なお、本学の GPA 

     制度に関して学長から諮問を受け、７月度定例教授会において報告した。 

      2016 年度の履修申告単位数の平均は、キャップ制 49 単位に対し、1 年次生は武道 45.6 単位、 

     体育 45.7 単位、2 年次生は武道 43.6 単位、体育 41.8 単位、3 年次生は武道 41.0 単位、体育 39.3 

     単位、４年次生は武道 18.8 単位、体育 15.5 単位の履修申告単位であった。これらは、事前に予測 

     した履修申告単位数と一致しており学生の履修状況は順調に推移している。GPA 制度については、 

     成績評価の指標として用いるだけではなく、学業成績優秀者表彰などに活用している。2016 年度 

     からは学部学生における大学院科目等履修生制度の基準の一つとして用いることとなり、様々な指 

     標として活用されている。 

 

    ② カリキュラム 

      2016 年度は、10 カリ、12 カリ及び 13 カリの 3 つのカリキュラムを同時に運用した。このため、 

     科目対応等については十分な確認と慎重な運用に努めた。特に 13 カリに関しては、完成年次を迎 

     え、カリキュラムの移行（科目対応）についても注意を払った。 

      一方、13 カリも完成年次を迎え順調に運用されてきたが、17 年度からはカリキュラムのマイナ 

     ーチェンジを行うこととなった。また、19 年度の改組に向けて、新たなカリキュラム作成にも着 

     手した。また、中教審答申「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について」のとおり 

     教職改革が行われる 19 年度にスタートの新課程認定がスタートする。改組計画と再課程認定若し 

     くは通常の課程認定申請が重なるため 19 カリキュラム作成が急務となった。 
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    ③ 時間割 

      2016 年度は新カリ（13 カリ）が完成年次をむかえ、1～4 年次生全てが新カリ対応となったた 

     ため、2017 年度の時間割編成基本方針として、2016 年度方針を踏襲して行うこととした。2017 

     年度も旧カリ学生への「科目対応」を図り、新カリへの科目対応が可能である科目と存続させる必 

     要のある旧カリ科目を精査し、合理的に編成することに重点をおき作成した。その結果、旧カリ科 

     目の単独開講はなく、急遽そのような状況が生じた場合は、その都度対応することとなった。 

 

    ④ 履修方法 

      2017 年度は、「履修の手引き・授業概要」について、1～4 年次生用（13 カリ）の 1 種類を作成 

     し、Ｗｅｂ履修システムにて行う。一方、旧カリの留年生に対しては、前年度と同様に既存の手引 

     きを利用し、教務課にて教務関係資料を作成・配布のうえ、履修計画表を作成させ、履修申告等の 

     指導・相談を個別に対応し、教務システムに取り込む作業を行っていく。 

 

    ⑤ 学士課程教育の質的転換のための「学生支援システム」の構築 

      生涯にわたって学び続ける力、主体的に考える力を持った人材は、学生からみて受動的な教育の 

     場では育成することができない。従来のような知識の伝達・注入を中心とした授業から、教員と学 

     生が意思疎通を図りつつ、一緒になって切磋琢磨し、相互に刺激を与えながら知的に成長する場を 

     創り、学生が主体的に問題を発見し解を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）へ 

     の転換が必要である。教務部では、これらを実現するために、2013 年度に「学生支援（カルテ） 

     システム」、「Ｗｅｂ履修システム」及び「Ｗｅｂシラバスシステム」の開発・導入を行った。2014 

     年度は、学生の主体的な学修を支援し、学士課程教育の質的転換を好循環させるために、「学びの 

     自己点検サイクル確立のための達成度自己評価システム」（いわゆるポートフォリオシステム）の 

     本格運用を開始した。これにより、「国際武道大学学生支援システム」が完成し、本学の「学位授 

     与方針（ディプロマ・ポリシー）」、「教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）」に沿 

     った、確かな「学士力」を備えた人材を養成する。 

 

    ⑥ 演習及び卒業研究について 

      昨年度までは演習の授業形態を講義形式で行ったが、今年度からはゼミ化に移行した。講義形式 

     で行われた演習から個々の教員のゼミ形式への転換を図り、概ね問題無く移行できた。卒業研究は、 

     4 年次通年科目として行っている。ただし、演習及び卒業研究の変更も可能とした。 

 

    ⑦ 各種証明書の交付申請手続きについて 

      2016 年 1 月から本学ホームページ上に各種証明書の交付申請手続方法を掲載した。証明書交付 

     申請書をダウンロードし、所定事項を記載し申請する方式に変え、事務効率の向上を図った。 

 

 

 （４）進路支援に関する取り組み 

    ① 低学年への支援について 

      学年別キャリアガイダンスを開催し、適宜必要な情報提供と指導に努めた。 

 

    ② キャリア支援の取り組みについて 

      a  各種講座を開催し、公務員（教員・警察・消防・自衛隊など）・企業を希望する学生へ採用試 

        験対策を施した。 
 

      b  武大ＮＡＶＩシステムにより学生の求人情報検索を支援し、また同システムにより就職状況 

        の把握に努めた。 
 

      c  早期から就職意識を育むために「就勝ＢＯＯＫ」を全学年に配付した。 

 

    ③ 学生への支援体制について 

      学生支援センター事務室内に学生専用パソコン・印刷機を配備したほか、図書館と連携した就職 

     関連資料の提供を行っている。また、数年前からハローワークからの専門員を招聘し、事務室内に 

     て学生からの相談等に対応できる体制を整えている。 
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 （５）FD・SD に関する取り組み 

    ① 大学間連携共同教育推進事業（文部科学省補助金事業）について 

      「連携 FD・SD プログラム」に学生及び教職員が参加した。また、FD ネットワーク“つばさ” 

     の「連携 IR プログラム」の取組として、本学では 3 年目となる「学習成果等アンケート調査」を 

     実施した。 

 

    ② 体育系大学ＦＤ・ＳＤ研究会の設立及び研修会開催について 

      体育系大学における教育に関する効果的な手法を調査・研究し、会員相互および社会と研究連携 

     することで、教育能力の向上および質保証を保ち、優れた学生支援体制を図ることを目的とし、 

     2016 年度は計 7 回の研修会を開催した。なお、本研修会は「学内 FD・SD 研修会」と共催した。 

 

    ③ ＩＢＵポータルサイトを活用した「学生による授業評価アンケート」の実施 

      「学生による授業評価アンケート」として、ＩＢＵポータルサイトを活用して、前後期計 2 回の 

     調査を実施した。なお、アンケート項目の見直しを行い、自由記述の回答数増加に取り組んだ。ま 

     た、調査結果については、自由記述の回答傾向を分析し、教授会にて報告した。併せて、広く社会 

     に公表するため、各科目の評価を大学ホームページに掲載するとともに、学生に対してはさらに詳 

     細に分析したものを冊子体として図書館に設置した。 

 

 

 （６）教職課程等に関する取り組み 

  【教職関係】 

    ① 教員採用試験合格者及び教員免許状一括申請授与者について 

      本年度内に報告があった教員採用試験合格者（卒業生を含む）は公私立を合わせて 44 名であり、 

     このうち現役合格者は 3 名（公立中・高校 1 名、私立高校 2 名）であった。教員免許状一括申請 

     授与者については、高免一種 169 名（学部生 165 名、科目等履修生 4 名）、中免一種 155 名（学部 

     生 151 名、科目等履修生 4 名）、高専修 3 名、中専修 3 名、小学校二種 6 名であった。 
 

    ② 教職課程部会の開催 

      本年度は、5 月と 8 月を除き、月に 1 度、計 10 回の会議を開催した。 
 

    ③ 教職塾（教員採用試験対策特別講座） 

      主に教員採用試験対策を目的とした講座を 6 回開講した。受講者数は延べ 244 名であった。 
 

    ④ 小学校教諭二種免許状取得プログラム 

      本年度は、計 45 名（2 年生 19 名、3 年生 16 名、4 年生 10 名）の学生が当プログラムに参加し 

     た。なお、新規登録の 2 年生 19 名に対して、明星大学通信教育部の事務担当者によるガイダンス 

     を 4 月 6 日（水）3 限に実施した。 
 

    ⑤ 教職オリエンテーション 

      学年別の教職オリエンテーションを次の通り実施した。教職オリエンテーションの実施目的は、 

     学生が円滑に履修を進められるよう指導・支援すること、履修カルテを用い教師に必要な資質能力 

     の把握を学生に促すことである。 

 

2016 年度学年別教職オリエンテーション実施一覧 

学年 実施内容 実施日 

１年 

① 教職課程と教職課程登録手続きの説明 2016 年 4 月 5日 5限 

② 教職課程登録作業 2016 年 4 月 15日 5限 

③ 後期履修指導、教職履修カルテＷＥＢ入力説明 2016 年 9 月 23日 5限 

④ 小学校教員免許取得プログラムの説明及び教員採用試験現役合格者の体験報告 2017 年 1 月 19日 5・6限 

２年 
① 前期履修指導と教職実践演習履修カルテの説明 2016 年 3 月 31日 4限 

② 後期履修指導 2016 年 9 月 23日 4限 
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③ 教育実習事前予備調査の説明及び教員採用試験現役合格者の体験報告 2017 年 1 月 24日 5・6限 

３年 

① 前期履修指導と教育実習事前予備調査書の回収 2016 年 3 月 31日 1限 

② 後期履修指導 2016 年 9 月 23日 3限 

③ 教育実習に係わる諸手続きの説明及び教員採用試験現役合格者の体験報告 2017 年 1 月 26日 5・6限 

④ 介護等体験事前説明会 2017 年 2 月 2日 5限 

４年 

① 教育実習に関わる前期履修指導（兼教育実習事前事後指導） 2016 年 4 月 1日 3限 

② 教職実践演習（中・高）オリエンテーション 2016 年 4 月 1日 4限 

③ 介護等体験オリエンテーション 2016 年 4 月 4日 3・4限 

④ 介護等体験受付作業（兼介護等体験事前指導） 2016 年 4 月 11日 5限 

⑤ 後期履修指導（兼教育実習事前事後指導） 2016 年 9 月 23日 2限 

 

    ⑥ 教職連携協力校連絡協議会の開催 

      第４回教職連携協力校連絡協議会を 2016 年 8 月 4 日（木）に本学で開催した。 

      近隣の小・中・高等学校 26 校（高等学校 3 校、中学校 9 校、小学校 14 校）に呼びかけ、18 校 

     19 名（高等学校 3 校 3 名、中学校 5 校 6 名、小学校 10 校 10 名）の参加を得た。 

      なお、本年度は今後の教員養成の動向について参加校に情報提供し、意見交換を行った。 

       発 表 内 容：「今後の教員養成の動向について‐中教審答申をふまえて‐」佐藤記道准教授 

       アンケート：「次年度教育実習の受入れについて（依頼）」 

 

 

 （７）社会との連携に関する取り組み 

  【 国際交流関係 】 

    ① 交換留学の受入及び派遣 

      2016 年度交換留学生の受入は、2 ヵ国 4 名であり、国立体育大学（台湾）3 名（2015 年度後期 

     ～2016 年度前期 2 名、2016 年度後期 1 名）及び龍仁大學校（韓国）1 名（通年）を受け入れた。 

     2017 年度は、国立体育大学（台湾）から 1 名（2017 年度前期）の受け入れを予定している。 

      2016 年度交換留学生の派遣は、4 ヵ国 6 名であり、国立体育大学（台湾）1 名（1 年間）、龍仁 

     大學校（韓国）1 名（1 年間）、極東連邦大学（ロシア）1 名（1 年間）、コンコーディア大学ポー 

     トランド校（米国）2 名（1 年間）及びハワイ東海インターナショナルカレッジ（米国）1 名（前 

     期半年間）を派遣した。 

 

    【交換留学派遣先及び期間】 

派 遣 先 派遣期間 派遣者数 

国立体育大学（台湾） 2016 年 4 月 1 日 ～ 2017 年 3 月 31 日 1 名 

龍仁大學校（韓国） 2016 年 4 月 1 日 ～ 2017 年 3 月 31 日 1 名 

極東連邦大学（ロシア） 2016 年 4 月 1 日 ～ 2017 年 3 月 31 日 1 名 

コンコーディア大学ポートランド校（米国） 2016 年 4 月 1 日 ～ 2017 年 3 月 31 日 1 名 

コンコーディア大学ポートランド校（米国） 2016 年 9 月 24 日 ～ 2017 年 9 月 23 日 1 名 

ハワイ東海インターナショナルカレッジ（米国） 2016 年 4 月 1 日 ～ 2016 年 9 月 23 日 1 名 
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    ② 短期外国人研修生 

      2016 年度における短期外国人研修生の受け入れ数は、29 ヵ国 437 名（2015 年度：30 ヵ国 364 

     名）であった。種目別受け入れ数は、柔道 25 ヵ国 318 名、剣道 6 ヵ国 16 名、空手道 1 ヵ国 33 

     名、居合道 1 カ国 1 名、バレーボール 2 ヵ国 44 名、陸上競技 1 ヵ国 1 名であった。また、その他 

     に朝陽科技大學研修団（台湾）24 名を体験研修生として受け入れた。 

 

      【種目別受入数】 

種 目 2016 年度 2015 年度 

柔 道 25 ヵ国 318 名 21 ヵ国 186 名 

剣 道  6 ヵ国  16 名  9 ヵ国 114 名 

空手道  1 ヵ国  33 名  5 ヵ国  36 名 

居合道  1 ヵ国   1 名 ― 

バレーボール  2 ヵ国  44 名 ― 

陸上競技  1 ヵ国   1 名 ― 

 

    ③ 短期スポーツ・文化交流 

      2016 年度のスポーツ・文化交流は、本学剣道部（引率教員 3 名、学生 20 名）が龍仁大學校を 

     訪問して剣道を通じた交流を行った。また龍仁大學校柔道部（引率者 2 名、学生 16 名）が来学し、 

     本学柔道部と合同練習及び試合等を通じて交流を行った。この龍仁大學校との柔道・剣道の交流は、 

     隔年で相互に行われている。 

      文化交流については、2016 年度は、国立体育大学（台湾）、天津体育学院（中国）及び極東連邦 

     大学（ロシア）とスポーツ・学術交流協定の再調印を行った。国立体育大学（台湾）については、 

     6 月に高 俊雄学長が来学し、調印式を行った。 

 

  【地域交流関係】 

    ① 地域活動への派遣実績 

      2016 年度の地域活動協力依頼対応件数は、120 件（2015 年度：95 件）であり、派遣した学 

     生及び教職員の延人数は 1,470 人（2015 年度：1,242 人）であった。 
 

    ② 公開講座の実施 

      2016 年度の公開講座は、体験講座のみの開催となり、3 教室全 10 日の日程（2015 年度：4 教 

     室、全 10 日）で実施した。受講者数は延べ 116 名（2015 年度：107 名）であった。 

     「弓道教室」、「楽々健康レク体操教室」、「サッカークリニック」 
 

    ③ 勝浦スポーツコミュニティ（KSC）の継続 

      2016 年度も勝浦市との共同事業である、KSC を 3 教室開講し累計で 111 名の参加があった。 

      「器械運動教室（春期：35 名、秋期：30 名）」、「タグラグビー教室（春期：6 名）」、「陸上教室 

     （秋期：40 名）」 
 

    ④ 健康体力づくり事業 

      2002 年度より継続している「勝浦市健康ハツラツ教室」「いすみ市健康体力づくり事業」「御宿 

     町健康・体力チェック」に関しての事務を今年度より社会活動支援課にて行うこととなった。 
 

    ⑤ JICA ボランティア事業「大学連携案件形成調査（スポーツ分野）」に係る調査団員派遣 

      独立行政法人国際協力機構（JICA）の標記調査に、大学連携案件形成調査団（スポーツ分野） 

     として本学教職員 2 名を派遣した。なお、本事業は大学と JICA が連携し、開発途上国のスポーツ 

     振興に積極的に取り組むことを目的として、学生を中心としたボランティアを派遣するものである。 
 

    ⑥ オリンピック・パラリンピック専門部会（勝浦市との連携推進連絡協議会専門部会） 

      2015 年度に設置された「オリンピック・パラリンピック専門部会」を今年度は 8 回開催し、主 

     に勝浦市への事前キャンプ誘致等に関する事項及び千葉県で開催されるサーフィン競技に関する 



17 

     事項が協議された。なお、本専門部会は 2015 年度に「勝浦市と国際武道大学との連携に関する包 

     括協定」に基づく「勝浦市と国際武道大学との連携推進連絡協議会」により設置されたものである。 

 

    ⑦ オリンピック・パラリンピックシンポジウムの実施 

      学内における 2020 年東京オリンピック・パラリンピックへの意識醸成を図るため、リオデジャ 

     ネイロオリンピックへコーチとして参加した櫻井健一氏（本学非常勤講師）を講師にむかえ、「リ 

     オデジャネイロオリンピックを経験して」と題したシンポジウムを開催した。なお、シンポジウム 

     には本学学生、教職員及び勝浦市関係者等含め約 160 名が参加した。 
 

    ⑧ リオデジャネイロオリンピックに係る日本代表チーム合宿受け入れ 

      オリンピック予選及び本大会に係る日本代表チームの合宿を次のとおり受け入れた。 

       ・全日本男子バレーボールチーム 

       ・フェンシング（フルーレ）の日本代表チーム 

       ・フェンシング（エペ）の日本代表チーム 

 

 

 （８）広報活動に関する取り組み 

    広報活動は、印刷媒体として広報誌Ｗａｙ、全国高校総体全競技パンフレットへの広告掲載など、 

   Ｗｅｂ媒体として、本学のオフィシャルサイトおよび各業者運営のウエブサイトなどを通じて行った。 

   また、教育実習参観指導とクラブ指導者による学生募集活動を合わせた日程編成をおこない、募集機会 

   の確保と効率化を図った。 

 

 

 （９）教育施設・設備に関する取り組み 

    厳しい財政状況ではあるが、2016 年度は、次のとおり年次計画に基づく工事及び緊急を要する改修 

   工事を実施した。 

      ① 基幹データベースサーバの入替について 

         学内ネットワーク設備及び基幹データベースサーバのバックアップ強化のため、入れ替え 

        を行った。これにより、ネットワーク環境がより安定したものとなり、安心して運用・管理 

        できるようになった。 
 

      ② ポータルサイトのバージョンアップ及び大学ホームページのリニューアルについて 

         現行ポータルサイトのサポート期間終了にともない、新たなポータルサイト運用に移行す 

        る必要が生じた。業者選定の結果、使い勝手や管理・運営の面からも現行のシステムをバー 

        ジョンアップすることに決定し、順次作業を進め、2017 年 3 月中旬から新しいポータルサ 

        イトでの運用を開始した。 

         現行の大学ホームページは開発から年数が経過していたため、全面的にリニューアルし、 

        2017 年度からの運用開始を目標に検討・構築作業を進めた。新ホームページでは、社会へ 

        の情報発信や受験生へよりインパクトを与えられるよう、9 月より業者選定を行い、順次作 

        業を進めた結果、予定どおり 2017 年 4 月からの運用開始に間に合わせることが出来た。 
 

      ③ サッカー場公認更新のための整備について 

         公認期間が 2016 年 10 月までとなっており、6 月より整備計画を進め、8 月に整備作業 

        及び公認更新検査を受けた。9 月に公益財団法人日本サッカー協会より公認証（公認期間： 

        2016 年 10 月 10 日～2019 年 10 月 9 日）が届き、公認更新整備が完了した。 
 

      ④ 学内 LAN 光ケーブル敷設調査について 

         学内 LAN 環境整備の一環として、既存の光ケーブルからの引き直し、新規敷設工事に係 

        る費用等の調査・検討を行った。 
 

      ⑤ その他 

         当初の年次整備計画にはなかったが、次のとおり改修工事及び検討作業を行った。 

          ・5303 教室及び国際交流会館の空調設備の入替 

          ・野球場内野グラウンドの改修 

          ・2021 年度以降に高圧水銀ランプの製造・輸出・輸入が禁止されているため、高圧水 

           銀ランプに対応する LED 照明導入方法及び費用対効果の検討 
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 （10）安定した財政基盤の構築と経費削減及び省エネに関する取り組み 

    ① 学校法人を取巻く経営環境の悪化が進む中、社会に必要とされる大学として、時代の要請に応え 

      る教育研究活動を遂行しながら、健全な財政状態とその活動の継続性を維持するため、『収支均衡 

      型予算編成』を原則とし、緊急性、必要性、事業効果、優先順位等を厳しく検討し予算編成を行 

      った。また、経営基盤の安定化を図り健全財政に努めるため、既存のあらゆる施策について、さ 

      まざまな角度から徹底した見直しを行い、情勢の変化によって重要性が低下した事業の縮小や教 

      育・研究等事業を進める上での無駄を省くなど、質の転換と向上を図ることにより、学生へのサ 

      ービスをより向上させて将来にわたって責任を持つことのできる安定した財政の確立を目指す必 

      要がある。予算は一般予算と特別予算に区分し、一般予算については収容定員で運営可能な予算 

      を目標とし、特別予算については、事業計画を策定し重点項目へ配分した。 
 

    ② 大学の教育・研究・施設面等の整備推進のため、新入生の保護者並びに今までご協力いただけな 

      かった在学生の保護者に対して、教育振興募金をお願いした。募金額は、目標額 300 万円の 68％、 

      2,035,000 円であった。 
 

    ③ 科学研究費補助金等、外部資金の獲得を積極的に推進し、特に当期は、独立行政法人日本スポー 

      ツ振興センターから「戦略的二国間スポーツ国際貢献事業(スポーツ・フォー・トウモロー）「共 

      生型スポーツの普及支援｣」として約 3,000,000 円の事業を受託した。 
 

    ④ 経費節減については、引き続き「節電」、「電気料・水道料金の節減」、「コピー用紙の節減」に取 

      り組んでおり、一定の成果は表れている。更なる電気料金削減のため 2016 年度から学内、野球 

      場及び峯山研修所の契約を JX エネルギーに統一し、2015 年度と比較して電気料金を 18％削減 

      した。 

 

 

 （11）人事制度に関する取り組み 

    ① 2016 年度教員募集（非常勤講師含む）について 

      中長期的な採用計画に基づき、今年度は「発育発達論及び保健体育科教育法（保健領域）」、「ダ 

     ンスを主とする領域」における教員募集と、非常勤講師の募集「日本国憲法、現代社会Ⅲ」及び「教 

     職入門」について実施した。 

      募集方法は本学ホームページ、研究者人材ベース（JREC－IN）及び関係機関等へ教員公募の掲 

     載等を実施した。その結果、各種募集要件について多数の応募があり、それぞれ人事部会にて慎重 

     に審議した結果、任期制助教 2 名と非常勤講師 2 名の採用が了承された。 
 

    ② 特任教員の採用について 

      中長期的な採用計画に基づき、特任教員として「空手道に関する領域」、「少林寺憲法に関する領 

     域」、「総合科目に関する領域」の 3 名（特任准教授 2 名、特任助教 1 名）の採用について協議し 

     た結果、了承された。 
 

    ③ 昇任人事について 

      2016 年度は自己推薦書の提出があった 3 名（准教授 1 名、任期制助教 1 名、任期制助手 1 名） 

     について、研究業績及びクラブ指導等をもとに審査した結果、3 名の昇任が了承された。 
 
 

    ④ 教員の資格審査について 

      2016 年度は、学内審査対象教員 21 名（教授職 18 名、准教授職 2 名、任期制助教職 1 名）につ 

     いて、当該教員の職位別教員資格要件基準シートをもとに審査を行った。「教育活動、研究活動、 

     学事業務、社会貢献活動」の各項目における活動状況について総合的に審査した結果、12 名（教 

     授職 10 名、准教授 1 名、任期制助教 1 名）については、当該職位の基準を満たすとして了承され 

     た。残り 9 名（教授職 8 名、准教授 1 名）については、職位必須項目におけるポイントを満たし 

     ていないとして、次年度も引き続き審査対象者になる旨を学部長から伝え、併せて今後の研究活動 

     等について助言を行った。 
 

    ⑤ 科目担当者の変更について 

      2016 年度における教員の異動（退職等）に伴い、体育学部科目、大学院武道・スポーツ専修課 

     程科目及び別科武道専修課程科目における科目変更について協議を行い了承された。 
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    ⑥ 人事制度に関する取り組みについて 

      学内で開催する学内 FD・SD 研修会（体育系大学 FD・SD 研究会）への積極的な参加を促した。 

      職員の人事評価については、制度の構築とともに２０１７年度の導入に向け準備を進めた。 

      また、全職員を対象にしたＳＤ研修会を年４回開催した。 
 

    ⑦ 事務組織の改編に関する取り組み 

      効率的な組織のあり方を検討する中で、学生をたらい回しにしない「ワンストップサービス」を 

     目指すとともに、個々の職員のスキルアップを目的に、2016 年度は学生部と就職部を統合して「学 

     生支援センター」とし、その事務部署には学生課と就職課を統合して「学生支援センター事務室」 

     を設置した。 

 

 

 （12）後援会及び同窓会との連携に関する取り組み 

    ① 後援会と同窓会の事務体制を強化し両会の発展を目的として、2017 年 4 月から後援会及び同窓会 

      の支援業務を東京事務所から学生支援センターに移管する準備として、事務分掌の変更に伴う、 

      規程等の改正を実施した。 
 

    ② 学生生活の指導や就職活動の指導を行っている学生支援センターが、後援会と同窓会の支援業務 

      を担当することで、タイムリーな情報交換や直接的な対応が可能になる。また、後援会と同窓会 

      の連携だけではなく、学友会との連携にも繋がる。 
 

    ③ 同窓会オリジナルグッズを作成し、学生食堂内の売店で販売している。 
 

    ④ 卒業生の中で教員をしている方を中心に教職委員会を組織し、学生の募集に対する協力をいた 

      だいている。 

 

 

 （13）その他 

   教員免許状更新講習 

    本年度は「選択必修領域」及び「必修領域」について各１講座、「選択領域」について３講座を開講 

   した。各講座の開催日と受講者数は次の通りである。 

 

    ◎選択必修領域  6 時間 8 月 25 日（木） 

     「学習指導要領の改訂の動向等」受講者 61 名 

    ◎必 修 領 域  6 時間 8 月 26 日（金） 

     「教育の最新事情」受講者 64 名 

    ◎選 択 領 域 18 時間 8 月 22 日（月）～24 日（水） 

     「安全に楽しめる剣道の指導法」受講者 6 名 

     「学校、スポーツ現場の救急処置と事故対応」受講者 34 名 

     「教育現場におけるレクリエーションの活用」受講者 29 名 
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 【資料】 （７）社会との連携強化に関する取り組み 

【地域交流関係】① 地域活動への派遣実績【２０１６年度 地域交流活動協力一覧】 

№ 依 頼 者 活 動 日 活 動 内 容 

1 勝浦市スポーツ推進連絡協議会 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日 「勝浦バレーボールコミュニティ(KVC)」における講師及び講師補助 

2 オルカ鴨川 FC 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日 「オルカ鴨川 FCサテライトチーム（オルカ鴨川 BU）」指導 

3 大原健康クラブ 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日 大原健康クラブ 体力づくり運動指導（毎週火・金曜日） 

4 岬健康クラブ 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日 岬健康クラブ 体力づくり運動指導（毎週火・金曜日） 

5 ニューはつらつ会 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日 ニューはつらつ会 健康体力づくり運動指導（毎週月曜日） 

6 公益財団法人日本武道館 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日 日本武道館研修センター 武道学園 剣道講師（毎週水・金曜日） 

7 公益財団法人日本武道館 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日 日本武道館研修センター 武道学園 柔道講師（毎週水・金曜日） 

8 公益財団法人日本武道館 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日 日本武道館研修センター 武道学園 柔道助手（毎週水・金曜日） 

9 公益財団法人日本武道館 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日 日本武道館研修センター 武道学園 空手道助手（毎週火曜日） 

10 公益財団法人日本武道館 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日 日本武道館研修センター 武道学園 合気道助手（毎週金曜日） 

11 勝浦市教育委員会 勝浦中学校 4 月 ～ 3 月 市内小中学校部活動外部指導者派遣事業（陸上競技） 

12 勝浦市教育委員会 勝浦中学校 4 月 ～ 3 月 市内小中学校部活動外部指導者派遣事業（ソフトテニス） 

13 勝浦市教育委員会 4 月 4 日 ～ 7 月 16 日 勝浦スポーツコミュニティ（器械体操）指導員 

14 勝浦市教育委員会 4 月 4 日 ～ 7 月 16 日 勝浦スポーツコミュニティ（タグラグビー）指導員 

15 湊覓真館 4 月 10 日   
「2016年度金刀比羅神社奉納武道演武祭・体験武道実施事業」における 

指導及び演武等補助 

16 夷隅地区柔道会 5 月 8 日 ～ 2 月 5 日 夷隅地区少年柔道教室の講師及び講師補助（毎月第一日曜日） 

17 大多喜町教育員会 5 月 14 日 ～ 3 月 11 日 ジュニアスポーツクラブ キンボール教室の指導及び指導補助 

18 夷隅地区スポーツ推進委員連絡協議会 5 月 15 日   夷隅地区スポーツ推進委員連絡協議会講習会 講師 

19 長生特別支援学校 5 月 21 日   長生特別支援学校第 40回運動会 補助役員 

20 千葉県障害者スポーツ・レクリエーション協会 5 月 22 日   平成 28年度千葉県障害者スポーツ大会補助（フットベースボール） 

21 千葉県障がい者スポーツ協会 5 月 29 日   平成 28年度千葉県障害者スポーツ大会補助（ボーリング） 

22 勝浦市教育委員会 勝浦小学校 6 月 ～ 2 月 市内小中学校部活動外部指導者派遣事業 

23 御宿町教育委員会 6 月 1 日 ～ 3 月 31 日 幼児リズム体操教室 補助 

24 千葉県障がい者スポーツ協会 6 月 4 日   平成 28年度千葉県障害者スポーツ大会補助（サウンドテーブルテニス） 

25 市原市青年会議所 6 月 5 日 ～ 8 月 3 日 第 3回いちはらキッズサマーキャンプ ボランティアスタッフ 

26 茂原市レクリエーション協会 6 月 5 日   第 13回千葉県ウォークラリー大会茂原会場 ボランティアスタッフ 

27 南房総市立南原小学校 6 月 6 日   南房総市立南原小学校 放課後体操練習 講師 

28 国際協力機構 東京国際センター 6 月 10 日   外国人の初心者を対象とした武道講習会 

29 千葉県障がい者スポーツ協会 6 月 12 日   平成 28年度千葉県障害者スポーツ大会補助（卓球競技） 

30 小中体連安房支部小学校 南房総市・鋸南町部会 6 月 14 日   平成 28年度南房総市鋸南町小学校体操教室 実技講師 

31 勝浦スイムフェスタ実行委員会 6 月 16 日 ～ 6 月 19 日 勝浦スイムフェスタ 大会運営 

32 勝浦スイムフェスタ実行委員会 6 月 16 日 ～ 6 月 19 日 勝浦スイムフェスタ 安全管理 

33 勝浦スイムフェスタ実行委員会 6 月 16 日 ～ 6 月 19 日 勝浦スイムフェスタ 大会補助 

34 千葉県小中体連夷隅支部 6 月 19 日   夷隅郡市中学校総体 陸上大会審判補助 

35 勝浦市教育委員会 6 月 19 日   平成 28年度大人の体力測定（第 1回） 

36 勝浦市教育委員会 勝浦市体育協会 6 月 26 日   平成 28年度春季市民バレーボール大会 審判員 

37 富里市教育委員会 6 月 26 日   第 33回富里スイカロードレース大会 

38 勝浦市教育委員会 6 月 30 日 ～ 7 月 1 日 勝浦中学校水泳授業指導（水泳指導） 

39 勝浦市教育委員会 6 月 30 日 ～  勝浦中学校水泳授業指導（安全教育） 

40 館山わかしおトライアスロン大会 ボランティア事務局 7 月 3 日   館山わかしおトライアスロン大会 大会補助 

41 一般社団法人埼玉県水泳連盟 7 月 16 日 ～ 7 月 18 日 
第 39回全国 JOCジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会 

水球競技 関東ブロック予選会 競技役員 

42 勝浦市 勝浦市観光協会 7 月 16 日 ～ 8 月 21 日 夏期海水浴場安全対策業務 

43 後期社団法人千葉県柔道整復師会 柔道委員会 7 月 18 日   
第 7回千葉県柔道整復師会杯争奪千葉県少年柔道大会 

第 25回日整全国少年柔道大会千葉県大会審判員 

44 公益財団法人日本武道館 7 月 23 日 ～ 7 月 24 日 平成 28年度全日本少年少女武道（剣道） 錬成大会 試合場運営主任 

45 大原健康クラブ 8 月 27 日   体力測定 

46 岬健康クラブ 8 月 27 日   体力測定 

47 ニューはつらつ会 8 月 27 日   体力測定 
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№ 依 頼 者 活 動 日 活 動 内 容 

48 ふれあい訓練会 7 月 24 日   プールで遊ぼう会（第 1回）幼児・児童等介助 

49 勝浦市教育委員会 7 月 25 日 ～ 7 月 29 日 平成 28年度ジュニア水泳教室講師補助員 

50 日出学園中学校 7 月 30 日 ～ 8 月 8 日 日出学園中学校臨海学校指導員 

51 千葉県立東金特別支援学校 7 月 30 日   千葉県立東金特別支援学校 「防災ウォークラリー」運営補助 

52 御宿町 B&G海洋センター 8 月 2 日 ～ 8 月 6 日 子ども水泳教室 補助 

53 足立区生涯学習センター 8 月 3 日 ～ 8 月 5 日 子ども自然体験教室 ボランティアスタッフ 

54 軽費老人ホーム勝浦部原荘 8 月 3 日   軽費老人ホーム勝浦部原荘 「お年寄りの健康・体力づくり」講座の補助 

55 鴨川市教育委員会 8 月 6 日 ～ 8 月 7 日 平成 28年度鴨川市小学校陸上教室講師 

56 社会福祉法人 心友会 8 月 7 日   しいのみ園こころ 夏祭り ボランティア 

57 千葉県立鴨川青年の家 8 月 9 日 ～ 8 月 10 日 親子でカッター＆シーカヤック 補助 

58 
平成 28年度全国高等学校総合体育大会 

倉敷市実行委員会 
8 月 16 日 ～ 8 月 20 日 平成 28年度全国高等学校総合体育大会 水泳競技大会水球競技 競技役員 

59 
公益財団法人静岡県体育協会 

静岡県スポーツ少年団 
8 月 20 日 ～ 8 月 22 日 平成 28年度静岡県スポーツ少年団ジュニア・リーダースクール 運営補助員 

60 オルカ鴨川 FC 8 月 28 日   2016プレナスチャレンジリーグプレーオフ順位決定戦第 1戦 運営補助 

61 公益財団法人日本水泳連盟 9 月 1 日 ～ 9 月 4 日 第 92回日本学生選手権水泳競技大会[競泳競技] 大会役員 

62 医療法人鉄蕉会 亀田スポーツ医科学センター 9 月 3 日   鴨川市立中学校メディカルチェック業務 

63 勝浦市教育委員会 9 月 6 日 ～ 3 月 11 日 勝浦スポーツコミュニティ（器械体操）指導員 

64 勝浦市教育委員会 9 月 6 日 ～ 3 月 11 日 勝浦スポーツコミュニティ（タグラグビー）指導員 

65 勝浦市教育委員会 9 月 6 日 ～ 3 月 11 日 勝浦スポーツコミュニティ（陸上競技教室）指導員 

66 御宿町 9 月 10 日   御宿町健康体力チェック事業補助 

67 ふれあい訓練会 9 月 11 日   プールで遊ぼう会（第 2回）幼児・児童等介助 

68 オルカ鴨川 FC 9 月 11 日   2016プレナスチャレンジリーグプレーオフ順位決定戦第 3戦 運営補助 

69 御宿町 9 月 11 日   御宿町健康体力チェック事業補助 

70 勝浦市・いすみ市 9 月 12 日   勝浦市健康ハツラツ教室・いすみ市体力づくり事業の体力測定補助 

71 日本ライフセービング協会 9 月 17 日 ～ 12 月 18 日 
第 42回全日本ライフセービング選手権大会 東日本予選会における 

トレーナーステーションの開設 

72 認定 NPO法人しゃり 9 月 17 日 ～ 9 月 18 日 ハートフルマリンキャンプ 2016 運営補助 

73 千葉県小中学校体育連盟夷隅支部 9 月 18 日   平成 28年度夷隅郡市中学校新人体育大会陸上競技大会 審判補助 

74 九十九里トライアスロン実行委員会 9 月 22 日 ～ 9 月 24 日 九十九里トライアスロン 2016 大会運営サポート 

75 日本ライフセービング協会 9 月 24 日 ～ 9 月 25 日 
第 31回全日本学生ライフセービング選手権大会における 

トレーナーステーションの開設 

76 千葉県小・中学校体育連盟 陸上競技部 10 月 1 日 ～ 10 月 2 日 
第 41回千葉県中学校新人体育大会陸上競技大会における 

トレーナーステーションの設置 

77 希望郷いわて国体宮古市実行委員会 10 月 5 日 ～ 10 月 10 日 第 71回国民体育大会協議役員 

78 日本ライフセービング協会 10 月 8 日 ～ 10 月 9 日 
第 42回全日本ライフセービング選手権大会本選における 

トレーナーステーションの開設 

79 
千葉県総合スポーツセンター指定管理者 

千葉県体育協会 
10 月 1 日   

千葉県総合スポーツセンター体育の日特別事業「ちばスポーツ夢フェスタ 2016」 

運営補助 

80 社会福祉法人槙の里いすみ学園 10 月 15 日   第 32回「槙の里祭」補助 

81 中央国際高校 10 月 17 日 ～ 12 月 1 日 中央国際高校後期集中スクーリング 運営補助 

82 千葉県立長生特別支援学校 10 月 22 日   平成 28年度「しおかぜ祭（文化祭）」補助 

83 勝浦市教育委員会 勝浦市体育協会 10 月 23 日   平成 28年度秋季市民バレーボール大会 審判員 

84 勝浦市教育委員会 10 月 30 日   第 12回夷隅地区スポーツ祭 

85 南房総市立白浜中学校 11 月 2 日   南房総市立白浜中学校「スポーツと障害の防止」講師 

86 千葉県なぎなた連盟 11 月 3 日   第 42回千葉県なぎなた大会 競技役員 

87 勝浦市観光商工課 11 月 5 日   「かつうら魅力市」におけるエイサー披露 

88 千葉県立鴨川青年の家 11 月 13 日   第 28回鴨川青年の家まつり 運営補助 

89 勝浦市教育委員会 勝浦市体育協会 11 月 13 日   第 42回勝浦鳴海ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ大会 大会運営役員 

90 勝浦市教育委員会 勝浦市体育協会 11 月 13 日   第 42回勝浦鳴海ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ大会 審判及び大会運営役員 

91 勝浦市教育委員会 勝浦市体育協会 11 月 13 日   第 42回勝浦鳴海ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ大会 AED隊及び救護補助 

92 一般社団法人高麗 1300 11 月 26 日 ～ 11 月 27 日 第 5回高麗王杯馬射戲騎射競技大会 運営補助 

93 千葉県特別支援学校体育連盟 12 月 1 日   千葉県特別支援学校駅伝大会 中学部駅伝大会 運営補助 

94 医療法人ＳＨＩＯＤＡ 塩田病院 12 月 1 日 ～ 3 月 31 日 病院における患者の移送補助・案内 

95 千葉県特別支援学校体育連盟 12 月 2 日   千葉県特別支援学校駅伝大会 高等部駅伝大会 運営補助 

96 千葉県なぎなた連盟 12 月 3 日 ～ 12 月 4 日 
皇后杯代 61回全日本なぎなた選手権大会 

第 16回全日本男子なぎなた選手権大会 競技役員 
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№ 依 頼 者 活 動 日 活 動 内 容 

97 いすみ健康マラソン実行委員会 12 月 3 日   
「第 9回いすみ健康マラソン大会」 小・中・高校生の部における 

トレーナーステーション開設 

98 いすみ健康マラソン実行委員会 12 月 4 日   「第 9回いすみ健康マラソン大会」 一般の部におけるトレーナーステーション開設 

99 いすみ健康マラソン実行委員会 12 月 4 日   「第 9回いすみ健康マラソン大会」 一般の部における大会補助役員 

100 長狭バスケットボール教室実行委員会 12 月 4 日   「第 21回長狭バスケットボール教室」補助 

101 勝浦市立勝浦幼稚園 12 月 16 日   勝浦幼稚園クリスマス会でのサンタクロース役 

102 勝浦市教育委員会 12 月 11 日   平成 28年度大人の体力測定（第２回） 

103 勝浦剣友会 12 月 11 日   「第 35回松和杯争奪青少年剣道大会」審判員 

104 勝浦アンサンブル同好会 12 月 11 日   「ファミリーコンサート in クリスマス 2016」におけるエイサー披露他 

105 勝浦市教育委員会 1 月 15 日   「第 50回勝浦鳴海駅伝競走大会」運営役員 

106 夷隅地区スポーツ推進委員連絡協議会 1 月 29 日   「平成 28年度夷隅地区ジュニアスポーツリーダー講習会」 補助講師 

107 （公財）日本武道館 3 月 3 日 ～ 3 月 5 日 「第 28回国際武道文化セミナー」実技補助 

108 （公財）日本武道館 3 月 3 日 ～ 3 月 5 日 「第 28回国際武道文化セミナー」運営補助 

109 南総タグラグビー普及会 12 月 17 日   鴨川市土曜ｽｸｰﾙ「タグラグビー教室」指導及び指導補助 

110 
全日本ユース（U15）水球競技選手権 

大会実行委員会 
12 月 23 日 ～ 12 月 27 日 第９回全日本ユース（U15）水球競技選手権大会 競技役員 

111 勝浦市スポーツ推進委員連絡協議会 1 月 14 日   平成 28年度中学生を対象としたバレーボール教室の 講師及び講師補助 

112 勝浦市特別養護老人ホーム総野園 1 月 20 日   教養講座「お年寄りの健康・体力づくり」 講師及び講師補助 

113 勝浦市教育委員会 1 月 28 日   「平成 28年度勝浦市近隣中学校バレーボール大会」 審判員 

114 勝浦市教育委員会 2 月 5 日   「第 46回夷隅郡市・勝浦市バスケットボール総合選手権大会」審判員 

115 いすみ市少年剣道大会実行委員会 3 月 11 日   「いすみ市少年剣道大会」審判員 

116 房総WAVES ラグビーフットボールクラブ 2 月 1 日 ～ 3 月 11 日 房総WAVES ラグビーフットボールクラブ スポットコーチ 

117 勝浦市・いすみ市 2 月 3 日   勝浦市健康ハツラツ教室・いすみ市体力づくり事業の体力測定補助 

118 千葉県高体連バレーボール専門部 2 月 3 日 ～ 2 月 5 日 千葉県高等学校新人バレーボール大会 コンディショニングサポート 

119 軽費老人ホーム勝浦部原荘 2 月 28 日   「お年寄りの健康・体力づくり」について 講師及び補助 

120 鴨川市教育委員会 3 月 10 日 ～ 3 月 16 日 ソフトボール女子日本代表鴨川合宿 
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 【資料】 （７）社会との連携強化に関する取り組み 

【国際交流関係】2016 年度 短期外国人研修生月別受入一覧【4 月～9 月】 

月 受付№ 種目 国・地域 団体名等 男 女 合計 期  間 宿 舎 

4 

1 柔道 ポーランド ポーランド男子ナショナルチーム① 2 0 2 4/15～4/23 交流会館 

2 柔道 ポーランド ポーランド男子ナショナルチーム② 1 0 1 4/18～4/23 交流会館 

3 柔道 ポーランド ポーランド柔道連盟研修生 1 0 1 4/18～4/29 交流会館 

小計 4 0 4 1 カ国 
 

5 

4 柔道 中国 中国青島柔道協会研修生① 0 2 2 5/1～5/11 交流会館 

5 柔道 中国 中国青島柔道協会研修生② 1 0 1 5/8～5/11 交流会館 

6 柔道 メキシコ メキシコ柔道連盟研修生 1 0 1 5/18～6/11 交流会館 

7 バレーボール 中国 中国男子バレーボール研修団 24 0 24 5/20～5/26 民間施設 

8 空手道 デンマーク デンマーク望星スポーツハイスクール研修団 10 5 15 5/23～5/26 交流会館 

9 柔道 アルゼンチン アルゼンチン女子ナショナルチーム① 0 13 13 5/30～6/6 交流会館 

10 柔道 アルゼンチン アルゼンチン女子ナショナルチーム② 0 3 3 5/31～6/6 交流会館 

小計 36 23 59 4 カ国 
 

6 

11 剣道 中国 中国天津武道弘毅剣道クラブ研修生 1 0 1 6/6～6/13 交流会館 

12 柔道 ブラジル ブラジル・メルカダンテ柔道クラブ研修団 5 3 8 6/8～6/23 交流会館 

13 柔道 ブラジル ブラジル柔道研修団 2 3 5 6/28～7/2 交流会館 

14 剣道 アルゼンチン アルゼンチン剣道連盟研修生 2 0 2 6月 29日 
 

15 柔道 フィンランド フィンランド柔道ナショナルチーム① 1 4 5 6/29～7/14 交流会館 

16 柔道 フィンランド フィンランド柔道ナショナルチーム② 0 1 1 7/4～7/14 交流会館 

小計 11 11 22 4 カ国 
 

7 

17 柔道 フランス フランス柔道研修生 1 1 2 7/6～7/12 交流会館 

18 柔道 リビア リビア柔道ナショナルチーム 2 0 2 7/11～7/27 交流会館 

19 EMBA 台湾 朝陽科技大學研修団 24 0 24 7/13 
 

20 柔道 ヨルダン ヨルダン柔道ナショナルチーム 3 0 3 7/14～7/25 交流会館 

21 柔道 ポーランド ポーランド柔道連盟研修団 6 0 6 7/18～7/30 交流会館 

22 剣道 ギリシャ ギリシャ剣道連盟研修生 1 0 1 7/18～7/21 交流会館 

23 陸上 ドイツ ドイツ陸上競技研修生 0 1 1 7/30～8/21 交流会館 

小計 37 2 39 7 カ国 
 

8 

24 柔道 アメリカ アメリカ柔道連盟研修生 1 0 1 8/8～8/19 交流会館 

25 柔道 ドイツ ドイツ柔道連盟研修団① 6 0 6 8/8～8/19 交流会館 

26 柔道 ドイツ ドイツ柔道連盟研修団② 1 0 1 8/9～8/12 交流会館 

27 柔道 ドイツ ドイツ柔道連盟研修団③ 4 0 4 8/9～8/22 交流会館 

28 柔道 ドイツ ドイツ柔道連盟研修団④ 1 0 1 8/17～8/19 交流会館 

29 剣道 エクアドル エクアドル剣道研修生① 1 0 1 8/15～9/3 交流会館 

30 柔道 カナダ カナダ柔道研修生 1 0 1 8/17～8/19 交流会館 

31 柔道 イタリア イタリア柔道研修団 2 4 6 8/19～9/6 交流会館 

小計 17 4 21 5 カ国 
 

9 

32 バレーボール カナダ カナダ・サスカチュワン大学バレーボールチーム 20 0 20 8/30～9/5 交流会館 

33 剣道 チリ チリ剣道研修生 1 0 1 9/6～9/8 交流会館 

34 柔道 オーストラリア オーストラリア大濠柔道クラブ研修生① 0 1 1 9/16～9/29 交流会館 

35 柔道 オーストラリア オーストラリア大濠柔道クラブ研修生② 0 1 1 9/20～9/29 交流会館 

36 剣道 エクアドル エクアドル剣道研修生② 0 1 1 9/30～10/17 交流会館 

小計 21 3 24 4 カ国 
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2016 年度 短期外国人研修生月別受入一覧【10 月～3 月】 

月 受付№ 種目 国・地域 団体名等 男 女 合計 期  間 宿 舎 

10 

37 柔道 中国 中国青島市柔道協会研修団 5 0 5 10/5～12/23 民間施設 

38 剣道 ドイツ ドイツ剣道研修生 1 1 2 10/20～10/24 交流会館 

39 柔道 ウクライナ ウクライナ柔道連盟研修団① 8 4 12 10/21～11/4 交流会館 

40 柔道 スロベニア スロベニア柔道連盟研修団① 0 3 3 10/21～11/11 交流会館 

41 柔道 フランス フランス柔道研修生 1 1 2 10/20～10/25 交流会館 

42 柔道 ウクライナ ウクライナ柔道連盟研修団② 1 1 2 10/28～11/4 研修センター 

小計 16 10 26 5 カ国 
 

11 

43 剣道 ギリシャ ギリシャ剣道連盟研修生 1 0 1 11/4～11/14 交流会館 

44 柔道 オーストラリア オーストラリア大濠柔道クラブ研修生① 2 0 2 11/15～11/30 交流会館 

45 柔道 モンゴル モンゴル柔道協会研修生 0 2 2 11/18～12/2 交流会館 

46 柔道 オーストリア オーストリア柔道研修団 16 4 20 11/21～12/2 交流会館 

47 柔道 ドイツ ドイツ柔道連盟研修団① 1 0 1 11/21～11/29 交流会館 

48 柔道 ドイツ ドイツ柔道連盟研修団② 2 14 16 11/21～12/1 交流会館 

49 柔道 ドイツ ドイツ柔道連盟研修団③ 0 1 1 11/23～12/1 交流会館 

50 柔道 ドイツ ドイツ柔道連盟研修団④ 1 0 1 11/29～12/1 交流会館 

51 空手道 デンマーク デンマーク望星スポーツハイスクール研修団 13 5 18 11/22～11/25 研修センター 

52 柔道 ポーランド ポーランド柔道ナショナルチーム 0 10 10 11/22～12/2 民間施設 

53 柔道 カナダ カナダ柔道研修団 8 12 20 11/25～12/9 研修センター 

54 柔道 スロベニア スロベニア柔道連盟研修団② 4 0 4 11/28～12/14 研修センター 

55 柔道 フィンランド フィンランド柔道連盟研修団 1 2 3 11/29～12/5 研修センター 

小計 49 50 99 10 カ国 
 

12 

56 柔道 オーストラリア オーストラリア大濠柔道クラブ研修生② 0 2 2 12/4～12/18 交流会館 

57 柔道 イタリア イタリア柔道ジュニアチーム① 3 4 7 12/5～12/20 交流会館 

58 柔道 イタリア イタリア柔道ジュニアチーム② 7 4 11 12/5～12/21 交流会館 

59 柔道 イギリス アングリア・ラスキン大学柔道指導者 1 0 1 12/5～12/7 交流会館 

60 柔道 ロシア ロシア・クズバス柔道クラブ研修団 11 1 12 12/8～12/17 民間施設 

小計 22 11 33 4 カ国 
 

1 

61 剣道 中国 天津市武道弘毅剣道クラブ研修生 1 1 2 1/6～1/9 交流会館 

62 柔道 ベルギー フレミッシュ柔道連盟研修団 6 1 7 1/16～1/21 交流会館 

小計 7 2 9 2 カ国 
 

2 

63 剣道 エクアドル エクアドル剣道クラブ研修生① 0 1 1 2/3～2/13 交流会館 

64 柔道 韓国 龍仁大學校柔道部研修団 11 7 18 2/6～2/9 交流会館 

65 柔道 ブラジル ブラジル柔道クラブ研修生 1 0 1 2/15～2/22 交流会館 

66 剣道 エクアドル エクアドル剣道クラブ研修生② 1 1 2 2/17～3/2 交流会館 

67 柔道 トルコ トルコ男子柔道ナショナルチーム 18 0 18 2/19～3/3 民間施設 

68 柔道 ポーランド ポーランド柔道ナショナルチーム 2 0 2 2/20～2/25 民間施設 

69 居合道 中国 天津市武道弘毅剣道クラブ研修生 1 0 1 2/25～3/4 交流会館 

70 柔道 中国 中国青島市柔道協会研修団① 2 1 3 2/28～3/2 民間施設 

71 柔道 中国 中国青島市柔道協会研修団② 3 7 10 2/28～3/23 交流会館 

72 柔道 中国 中国青島市柔道協会研修団③ 1 0 1 2/28～3/14 研修センター 

小計 40 17 57 6 カ国 
 

3 

73 柔道 台湾 台湾柔道ナショナルチーム 21 11 32 3/7～3/12 民間施設 

74 剣道 チリ チリ剣道連盟研修生 1 0 1 3/10～3/18 交流会館 

75 柔道 チェコ チェコ柔道連盟ナショナルチーム① 1 0 1 3/12～3/18 研修センター 

76 柔道 チェコ チェコ柔道連盟ナショナルチーム② 1 0 1 3/13～3/18 研修センター 

77 柔道 カナダ ﾛｲﾔﾙ・ｾﾝﾄ・ｼﾞｮｰｼﾞｽﾞ・ｶﾚｯｼﾞ・ﾊｲｽｸｰﾙ研修団 8 1 9 3/16～3/19 交流会館 

小計 32 12 44 4 カ国 
 

合計 292 145 437 29 カ国 
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【参考資料】2016 年度 学友会所属団体主要試合結果等一覧 

団体名 種 別 大 会 名（会 場）及び 出 場 選 手 等 結 果 大会期日 

柔 道 

個人 第３１回全日本女子柔道選手大会《横浜文化体育館》 
 

4/17 

 
 □ 髙橋 千尋（４Ｂ） 出場 

 

 
２０１６年インターナショナルカップ（ブラジル）大会《PANAMERICAN JUDO CENTER Arena》 

 
5/6～7 

団体  □ 男子 ６０ kg 級 ：菅原 大斗（１Ｂ）  ※日本団体メンバーとして出場 優勝 
 

 
２０１６年関東新人柔道体重別選手権大会千葉県予選《国際武道大学》 

 
5/14 

個人 

 □ 女子 ５２ kg 級 ：久保 菜摘 （３Ｂ） 準優勝 
 

 □ 女子 ５７ kg 級 ：橋口 真砂美（１Ｂ） 準優勝 
 

 □ 女子 ６３ kg 級 ：武居 沙知 （２Ｂ） 優勝 
 

           : 篠田 明璃 （１Ｂ） 準優勝 
 

 □ 女子 ７０ kg 級 ：甲斐 七海 （２Ｂ） 優勝 
 

 □ 女子 ７８ kg 級 ：結城 美桜 （２Ｂ） ３位 
 

 
千葉県柔道「形」競技大会《千葉県武道館》 

 
6/12 

 
 □ 投げの部    ：石﨑 信太郎（３Ｂ）・金子 正太郎（２Ｂ） 優勝 

 

 
第１１５回千葉県学生柔道体重別大会《国際武大学》 

 
6/12 

個人 

 □ 男子 ６０ kg 級 ：磯部 宜志（３Ｂ） 優勝 
 

           ：植竹 泰斗（１Ｂ） 準優勝 
 

 □ 男子 ６６ kg 級 ：秋山 翼 （１Ｂ） 準優勝 
 

 □ 男子 ７３ kg 級 ：新石 力也（３Ｂ） 準優勝 
 

 □ 男子 ９０ kg 級 ：松川 聖人（２Ｂ） 準優勝 
 

 □ 男子１００ kg 級 ：松坂 樹 （１Ｂ） 準優勝 
 

 
           ：中田 裕也（２Ｂ） ３位 

 

 
 □ 男子１００Kg 超級 ：髙橋 一希（２Ｂ） 準優勝 

 

 
           ：関  直人（２Ｂ） ３位 

 

 
平成２８年度全日本学生柔道優勝大会《日本武道館》 

 
6/25～26 

団体 ◇ 女子 ５位 
 

 
※ 女子は、平成２８年度全日本学生柔道体重別団体優勝大会へ出場 

  

    

 
平成２８年度ＪＯＣジュニアオリンピック 

 
7/10 

個人      第１９回関東ジュニア柔道体重別選手権大会《埼玉県立武道館》 
  

 
 □ 女子６３Kg 級 ：武居 沙知（２Ｂ） 準優勝 

 

 
      ＊全日本女子ジュニア柔道体重別選手権大会に出場決定 

  

 
平成２８年度関東学生柔道体重別選手権大会《埼玉県立武道館》 

 
8/26～28 

個人  □ 男子６０Kg 級 ：菅原 大斗（１Ｂ） ２位 
 

 
  ＊全日本学生柔道体重別選手権大会及び講道館杯全日本柔道体重別選手権大会へ出場決定 

  

 
 □ 女子５７Kg 級 ：西 いこい（３Ｂ） ※全日本学生柔道体重別選手権大会へ出場決定 ５位 

 

 
 □ 女子７８Kg 級 ：髙橋 千尋（４Ｂ） ※全日本学生柔道体重別選手権大会へ出場決定 ５位 

 

 
ＪＯＣジュニアオリンピックカップ 

 
9/10～11 

 
    平成２８年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会《埼玉県立武道館》 

  
個人  □ 女子６３Kg 級 ：武居 沙知（２Ｂ） ５位 

 

 
平成２８年度全日本学生柔道体重別選手権大会《日本武道館》 

 
9/30～10/2 

個人  □ 男子６０Kg 級 ：菅原 大斗（１Ｂ） 出場 
 

 
 □ 女子５７Kg 級 ：西 いこい（３Ｂ） 出場 

 

 
 □ 女子７８Kg 級 ：髙橋 千尋（４Ｂ） 出場 

 

 
第１１６回千葉県学生柔道優勝大会《国際武道大学》 

 
10/16 

団体  ◇ 男子団体 Ａチーム 準優勝 
 

 
       Ｂチーム ３位 

 

 
平成２８年度全日本学生柔道体重別団体優勝大会《ベイコム総合体育館》 

 
10/29～30 

団体  ◇ 男子 ３回戦敗退 
 

 
 ◇ 女子 ２回戦敗退 

 

個 人 

第３６回千葉県柔道選手権大会兼関東柔道選手権大会県予選《ゼットエー武道場》 
 

1/22 

 □ 女子：篠田 明璃（１Ｂ） ５位 
 

      結城 実桜（２Ｂ） ６位 
 

※上記２名関東柔道選手権大会へ出場決定 
  

 
平成２９年関東女子柔道選手権大会兼全日本女子柔道選手権大会関東地区予選《茨城県武道館》 

 
3/4～5 

個人  □ 女子：結城 美桜（２Ｂ） ３回戦敗退 
 

 
 □ 女子：篠田 明璃（１Ｂ） ２回戦敗退 

 

剣 道 

 
第６２回関東学生剣道選手権大会《日本武道館》 

 
5/7～8 

個人  □ 男子 岩切 勇樹（２Ｂ）  ＊第 64回全日本学生剣道優勝大会に出場決定 
  

 
第６３回春季千葉県学生剣道大会《千葉県武道館》 

 
6/4 

団体 ◇ 男子 ３位 
 

個人  □ 男子：野稲  陸 （１Ｂ） 優勝 
 

 
     ：曽我部 泰旭（３Ｂ） ２位 

 

 
     ：野中  拓視（３Ｂ） ３位 

 

 
     ：山野  仰厚（３Ｂ） ３位 

 

 
 □ 女子：文違  智子（２Ｂ） ３位 

 

 
第６４回全日本学生剣道選手権大会《日本武道館》 

 
7/1～3 

個人  □ 男子 岩切 勇樹（２Ｂ）   ベスト８ 
 

 
第６５回関東学生剣道優勝大会《日本武道館》 

 
9/10～11 

団体  ◇ 男子 ＊第６４回全日本学生剣道優勝大会に出場決定 ベスト８ 
 

 
第４２回関東女子学生剣道優勝大会《東京武道館》 

 
9/16～17 

団体  ◇ 女子 ＊第３５回全日本女子学生剣道優勝大会に出場決定 ベスト１６ 
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団体名 種 別 大 会 名（会 場）及び 出 場 選 手 等 結 果 大会期日 

剣 道 

 
第６４回全日本学生剣道優勝大会《大阪府立体育館》 

 
10/8～10 

団体  ◇ 男子 ３位 
 

 
第６３回秋季千葉県学生剣道大会《日本武道館研修センター》 

 
10/29 

団体  ◇ 男子 優勝 
 

個人  □ 男子：森川  侑輝（４Ｂ） 優勝 
 

 
     ：佐々木 尚紀（３Ｂ） ３位 

 

 
     ：比屋根 賢徒（２Ｂ） ３位 

 

 
 □ 女子：西田  由 （１Ｂ） 準優勝 

 

 
     ：河内 麻純 （４Ｂ） ３位 

 

 
第３５回全日本女子学生剣道優勝大会《春日井市総合体育館》 

 
11/12～13 

団体  ◇ 女子  ベスト１６ 
 

弓 道 

 
第３４回千葉県学生弓道選手権大会《千葉県総合運動場 弓道場》 

 
5/3～5/4 

個人 

 □ 神保 昌輝（４Ｂ） 準優勝 
 

 □ 安藤 翼（２Ｂ） ３位 
 

 □ 山口 万葉（３Ｂ） 準優勝 
 

 
第６４回全日本学生弓道選手権大会 個人予選《獨協大学玄至館弓道場》 

 
7/3 

個人  □ 神保 昌輝（４Ｂ） ＊第 64 回全日本学生弓道選手権大会に出場決定 ２次予選通過 
 

 
第６４回全日本学生弓道選手権大会《日本武道館》 

 
8/8～12 

団体 ◇ 男子 予選敗退 
 

 
◇ 女子 予選敗退 

 
個人  □ 神保 昌輝（４Ｂ） 決勝敗退 

 

 
第４７回全日本弓道遠的選手権大会《首都大学東京グラウンド特設弓道場》 

 
8/8～12 

個人  □ 安藤 翼（４Ｂ） １次予選通過 
 

 
 □ 神保 昌輝（４Ｂ） １次予選通過 

 

少林寺拳法 

 
第 53 回少林寺拳法関東学生大会《日本武道館》 

 
5/4 

個人  □ 単独有段の部：平田 楽（４Ｂ） ６位 
 

 
２０１６年少林寺拳法千葉県大会《船橋市総合体育館》 

 
6/19 

組 ◇ 大学生有段の部    ：岡田 拓朗（３Ｂ） 和田 吉史（３Ｂ） 最優秀賞 
 

 
◇ 高校・大学生単独の部 ：藤田 豊 （４Ｂ） 最優秀賞 

 

 
◇ 男子運用法の部    ：平田 楽 （４Ｂ） 望月 翔太（２Ｂ） 優秀賞 

 

 
 

  

野 球 

団体 
平成２８年度千葉県大学野球春季リーグ戦《ＪＦＥ東日本犬成球場他》 ２位 4/9～5/23 

◇ ９勝４敗   
  

団体 
平成２８年度千葉県大学野球秋季リーグ戦《ＪＦＥ東日本犬成球場他》 準優勝 9/3～10/20 

◇ ９勝３敗１分  ＊第１２回関東地区大学野球選手権大会へ出場決定 
  

団体 横浜市長杯争奪第１２回関東地区大学野球選手権大会《横浜スタジアム》 
 

10/31 

 
◇ １回戦 国際武道大学 ０ 対 １ 東海大学 敗退 

  

ラグビー 団体 
千葉県大学ラグビー７人制大会《市川市スポーツセンター陸上競技場》 

 
4/29 

 
準優勝 

 

バスケット

ボール 

 
第２６回千葉県女子学生バスケットボール春季リーグ戦《和洋女子大学》 

 
7/10 

団体 ◇ Ａリーグ 準優勝 
 

個人  □ 女子：伊豆山 恭香（１Ｐ）      ＊スリーポイント王 
  

 
第９２回関東大学バスケットボール４部リーグ戦《千葉大学他》 

 
8/30～10/11 

団体  □ 男子 ４部ﾘｰｸﾞ 13 位 
 

 
第６６回関東大学女子バスケットボール３部リーグ戦《聖徳大学》 

 
8/28～10/16 

団体  □ 女子 ３部ﾘｰｸﾞ 15 位 
 

 
第３１回千葉県女子学生バスケットボール大会《和洋女子大学他》 

 
11/13・20・27 

団体  ◇ 女子  優勝 
 

個人  □ 女子：伊豆山 恭香（１Ｐ）      ＊スリーポイント王 
  

バレー 

ボール 

 
２０１６年度春季関東大学男子２部バレーボールリーグ戦《大東文化大学他》 

 
4/9～5/22 

男子 

 ＊７勝４敗 ６位 
 

 □ 鈴木 寛人（３Ｐ）   サーブ賞 受賞 
  

 □ 小野 光太郎（４Ｐ） レシーブ賞 受賞 
  

◇ Best of support 賞  受賞 
  

ハンド 

ボール 

団体 
関東学生ハンドボール春季リーグ戦《昭和薬科大学体育館他》 

 
4/17～5/22 

◇ 女子 2 部Ａブロック  ６勝１敗   ＊東日本大会出場決定（３年連続） 準優勝 
 

団体 
第３８回ミニミニカップ平成２８年度東日本学生ハンドボール選手権大会《花巻市総合体育館他》 

 
8/8～12 

◇ 女子 ａ組 （２勝１敗） ﾘｰｸﾞ ２位 
 

団体 
２０１６年関東学生ハンドボール連盟秋季リーグ戦《昭和薬科大学他》 

 
8/28～9/25 

◇ 女子 ２部Ａブロック  ４勝１敗２分 ３位 
 

団体 
関東学生ハンドボール連盟２０１６秋季リーグ戦《昭和薬科大学他》 

 
8/28～9/25 

◇ 女子 ２部Ａブロック  ４勝１敗２分 ３位 
 

団体 
平成２８年度 千葉県ハンドボールリーグ《富里市社会体育館》 

 
12/10・22 

◇ 女子 優勝 
 

体 操 

 
第３１回東日本学生体操競技グループ選手権大会《栃木県体育館》 

 
4/22～24 

団体 ◇ 女子団体総合選手権 ４位 
 

個人 

 □ 女子 個人種目別選手権 跳 馬：中川 永実子（２Ｐ） 優勝 
 

                  ：上田 聖菜 （２Ｐ） ４位 
 

 □ 女子 個人種目別選手権 平均台：栗林 姫（２Ｐ）  ７位 
 

 
※女子団体は、東日本学生体操競技選手権大会へ出場決定 

  

 
第４９回東日本学生体操競技選手権大会《酒田市国体記念体育館》 

 
5/19～23 

団体 ◇ 男子団体総合選手権 １１位 
 

 
◇ 女子団体総合選手権 １３位 

 

 
※ 男子団体総合２部校において４位となり、全日本学生体操競技選手権大会へ出場 

  
個人 ※ 女子個人総合において、上田 聖菜（２Ｐ）が全日本学生体操競技選手権大会へ出場   
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団体名 種 別 大 会 名（会 場）及び 出 場 選 手 等 結 果 大会期日 

体 操 

 
第７０回全日本学生体操競技選手権大会《サンドーム福井》 

 
8/17～21 

団体 ◇ 男子団体総合選手権(２部） ３位 
 

団体 ◇ 男子団体種目別選手権（２部）：あん馬 優勝 
 

 
                 ：鉄 棒 ２位 

 

 
                 ：ゆ か ３位 

 

 
                 ：跳 馬 ４位 

 

 
                 ：平行棒 ５位 

 

 
                 ：つり輪 ６位 

 
個人  □ 男子種目別選手権（２部）   ：あん馬 ：森 真之介（４Ｐ） ２位 

 

 
                      ：野口 将貴（４Ｐ） ３位 

 

 
                 ：つり輪 ：田村 將 （４Ｐ） ２位 

 

 
                 ：跳 馬 ：西野 綱晃（４Ｐ） ３位 

 

 
                      ：森 真之介（４Ｐ） ７位 

 

 
                 ：鉄 棒 ：野口 将貴（４Ｐ） ７位 

 
個人  □ 女子種目別選手権（２部）  ：跳 馬 ：上田 聖菜（２Ｐ） ３位 

 

 
                 ：ゆ か ：上田 聖菜（２Ｐ） ８位 

 

 
平成２８年度関東学生新人体操競技選手権大会《栃木県体育館》 

 
10/20～22 

団体  ◇ 男子団体総合選手権 ６位 
 

 
平成２８年度関東学生体操競技交流大会《栃木県体育館》 

 
10/20～22 

個人  □ 男子種目別選手権      ：あん馬 ：池田 比呂（３Ｐ） ７位 
 

 
                 ：つり輪 ：榎本 裕介（３Ｐ） ５位 

 
個人  □ 女子種目別選手権      ：跳 馬 ：上田 聖菜（２Ｐ） ５位 

 

陸上競技 

 
日本 GP 第３戦 2016 日本選抜陸上和歌山大会《紀三井寺公園陸上競技場》 

 
4/29～30 

個人  □ 男子十種競技  ：武本 泰漢（４Ｐ）          ６８８６点 ９位 
 

 
第９５回関東学生陸上競技対校選手権大会《日産スタジアム》 

 
5/18～22 

個人  □ 男子１１０ｍＨ ：栗城 アンソニータイレル（２Ｐ）   １４秒００（同ﾀｲﾑ着差あり） ２位 
 

 
 □ 男子１０種競技 ：武本 泰漢（４Ｐ）          ７０２９点（国武大記録） ２位 

 

 
           ：稲葉 礼史（４Ｐ）          ６９１６点（自己新） ３位 

 

 
 □ 男子三段跳   ：奥村 隆斗（４Ｐ）          １５ｍ２０ ２位 

 

 
 □ 男子ハンマー投 ：末谷 裕樹（４Ｐ）          ５８ｍ３３ 優勝 

 

 
           ：平田 勝也（４Ｐ）          ５３ｍ３９ ２位 

 

 
           ：髙野 諒也（４Ｐ）          ５２ｍ４１ ３位 

 

 
 □男子槍投     ：櫻井 一司（３Ｐ）          ６３ｍ６９ ２位 

 

 
 □男子砲丸投    ：服部 晃己（４Ｐ）          １４ｍ５０ ２位 

 

 
           ：伊藤 崚真（３Ｐ）          １３ｍ５０ ３位 

 

 
 □男子円盤投    ：渡邉  翼 （３Ｐ）          ４０ｍ８９ ３位 

 

 
※ 対校総合 １位 １２０．６６ 点（フィールド優勝） 

  

 
※ 次年度１部昇格 

  

 
第１００回日本陸上競技選手権大会（混成競技） 兼 

 
6/10～12 

 
第３１回ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会代表選手選考競技会《長野市営陸上競技場》 

  
個人  □ 男子１０種競技 ：武本 泰漢（４Ｐ）          ７１３２点（自己新） １０位 

 

 
           ：稲葉 礼史（４Ｐ）          ６９３４点（自己新） １４位 

 

 
第３２回日本ジュニア陸上競技選手権大会（混成競技）      

 
6/10～12 

 
 □ 男子１０種競技 ：中臣 貴英（２Ｐ）          ６２６０点 ９位 

 

 
           ：山浦 貫人（１Ｐ）          ６１２６点 １０位 

 

 
２０１６日本学生陸上競技 個人選手権大会《Shonan BMW スタジアム平塚》 

 
6/9～11 

 
 □ 男子１１０ｍＨ ：栗城 アンソニータイレル（２Ｐ）   １３秒９２ ４位 

 
個人                          準決勝  １３秒８４（自己新） 

  

 
 □ 男子走り幅跳び  ：秋山 魁杜（３Ｐ）          ７ｍ５８（自己新） ５位 

 

 
天皇賜盃第 85 回日本学生陸上競技対校選手権大会《熊谷ｽﾎﾟｰﾂ文化公園陸上競技場》 

 
9/1～9/4 

個人  □ 男子１１０ｍＨ ：栗城 アンソニータイレル（２Ｐ）    １４秒１１ ３位 
 

 
第２７回関東学生新人陸上競技選手権兼関東学生リレー競技会《相模原ギオンスタジアム陸上競技場》 

 
9/15～18 

個人  □ 男子１１０ｍＨ ：栗城 アンソニータイレル（２Ｐ）   １３秒８２ 優勝 
 

 
 □ 男子１０種競技 ：安栖 遼太郎（２Ｐ）         ６６８２点 優勝 

 

 
           ：中臣 貴英 （２Ｐ）         ６６２６点 ３位 

 

 
 □ 女子ハンマー投 ：阪本 真樹映（２Ｐ）         ４４ｍ６９ ３位 

 

パワーリフ

ティング 

 
第 101 回関東学生ﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ選手権大会《東京大学駒場ｷｬﾝﾊﾟｽﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ体育館》 

 
6/4～5 

団体 ◇団体の部 優勝 
 

個人  □ ６６㎏級：古清水 駿（３Ｐ） SQ 180Kg BP 120Kg DL 240Kg  T 540Kg ３位 
 

 
 □ ７４㎏級：飯嶋 啓維（３Ｐ） SQ 235Kg BP 175Kg DL 220Kg  T 630Kg 優勝 

 

 
       ：齊藤 蒼斗（３Ｐ） SQ 220Kg BP 125Kg DL 260Kg  T 605Kg ２位 

 

 
       ：楫  裕太（３Ｐ） SQ 205Kg BP 115Kg DL 235Kg  T 555Kg ４位 

 

 
 □ ８３㎏級：越川 裕太（４Ｐ） SQ 240Kg BP 180Kg DL 230Kg  T 650Kg 優勝 

 

 
   ＊古清水・飯嶋・齊藤・楫・越川は、全日本学生大会へ出場決定 

  

 
第４３回全日本学生ﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ選手権大会《埼玉大学総合体育館》 

 
7/24 

団体   ３位 
 

 
 □ ６６㎏級：古清水 駿（３Ｐ） SQ 225Kg  BP 150Kg DL 215Kg  T 590Kg ３位 

 
個人  □ ７４㎏級：飯嶋 啓維（３Ｐ） SQ 240Kg  BP 185Kg DL 230Kg  T 655Kg 優勝 

 

 
       ：齊藤 蒼斗（３Ｐ） SQ 220Kg  BP 130Kg DL 260Kg  T 610Kg ４位 

 

 
       ：楫  裕太（３Ｐ） SQ 190Kg  BP 145Kg DL 240Kg  T 575Kg ６位 

 

 
 □ ８３㎏級：越川 裕太（４Ｐ） SQ 260Kg  BP 190Kg DL 230Kg  T 680Kg ２位 

 

個人 

第１０２回関東学生ﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ選手権大会《東京大学駒場キャンパストレーニング体育館》 
 

12/3～4 

 □ ７４㎏級：楫  裕太（３Ｐ） SQ 210Kg  BP 150Kg DL 240Kg  T 600Kg ３位 
 

       ：飯嶋 啓維（３Ｐ） SQ 210Kg  BP 140Kg DL 230Kg  T 580Kg ４位 
 

 □ ８３㎏級：齊藤 蒼斗（３Ｐ） SQ 235Kg  BP 135Kg DL 265Kg T 635Kg 優勝 
 



28 

団体名 種 別 大 会 名（会 場）及び 出 場 選 手 等 結 果 大会期日 

ボクシング 個人 

第１５回全日本女子ボクシング選手権大会《愛媛県多々羅しまなみﾄﾞｰﾑ》 
 

12/19～25 

 □ 女子社会人 Fe 級：田中 ひかる（３Ｐ） ３位 
 

        LW 級：伊藤 未希（３Ｐ）  ３位 
 

   ＊全日本女子ボクシング選手権大会の３位入賞は初めての快挙 
  

レスリング  
平成２８年度東日本学生レスリング春季新人選手権大会《駒澤体育館》 

 
6/23～24 

個人  □ 男子フリースタイル６５Kg 級：榊原  勇太（２Ｐ） 優勝 
 

なぎなた 
 

第５０回東日本学生なぎなた大会《日本体育大学健志台キャンパス》 
 

11/20 

団体  ◇ 国際武道大学 ４位 
 

個人  □ 女子有段の部 ：髙橋 菜津美（４Ｐ） ３位 
 

ライフセー

ビング 

 
第２９回全日本ﾗｲﾌｾｰﾋﾞﾝｸﾞ種目別選手権大会《福井県高浜町若狭和田海水浴場》 

 
6/10～12 

個人  □ 男子ビーチフラッグス：堀江 星冴（４Ｐ） 準優勝 
 

 
第３１回全日本学生ライフセービング選手権大会《千葉県御宿町御宿海水浴場》 

 
9/24～25 

個人  □ 男子ビーチフラッグス：堀江 星冴（４Ｐ） 優勝 
 

団体   ◇ 男子ビーチリレー  ：堀江 星冴（４Ｐ） 池谷 周平（４Ｐ） 優勝 
 

 
             ：吉川 喬哉（１Ｐ） 平野 将也（１Ｐ） 

  

 
第４２回全日本ライフセービング選手権大会《神奈川県片瀬西浜海岸》 

 
10/8～9 

団体  ◇ 男子レスキューチューブレスキュー ：永石 哲朗 （２Ｐ） 土井 仁博（３Ｐ） ３位 
 

 
                    ：坂江 一希 （３Ｐ） 楠本 慶明（ＯＢ） 

  

 
 ◇ 女子レスキューチューブレスキュー ：喜瀬 知有良（１Ｐ） 丹羽 久美（３Ｐ） 優勝 

 

 
                    ：我妻 菜登 （ＯＢ） 但野 安菜（ＯＢ） 

  

 
 ◇ 女子ボードレスキュー：丹羽 久美 （３Ｐ） 我妻 菜登（ＯＢ） 準優勝 

 

 
 ◇ 女子ビーチリレー  ：喜瀬 知有良（１Ｐ） 丹羽 久美（３Ｐ） 準優勝 

 

 
             ：我妻 菜登 （ＯＢ） 但野 安菜（ＯＢ） 

  
個人  □ 男子ビーチフラッグス：堀江 星冴 （４Ｐ） ３位 

 

キンボール 
 

第１７ 回兵庫オープンキンボールスポーツ交流大会《駒ヶ谷体育館》 
 

5/27～29 

団体 ◇ チャンピオンの部 男子：国際武道大学Ａチーム 優勝 
 

 
            女子：国際武道大学Ｘチーム 準優勝 
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 ２．入試の状況 

２０１７年度入試結果集計 

 入学定員 志 願 者 受 験 者 合 格 者 入 学 者 備 考 

大学院 武道･ｽﾎﾟｰﾂ研究科 10  9（  1） 8（  1） 7（  1） 7（  1）  

体育学部       

 

武道学科 80  153（ 28） 145（ 26） 98（ 19） 88（ 18）  

体育学科 360  498（ 77） 469（ 69） 431（ 67） 329（ 45）  

体育学部計 440  651（105） 614（ 95） 529（ 86） 417（ 63）  

別科 武道専修課程 20  13（  2） 13（  2） 13（  2） 11（  2）  

合   計 470  673（108） 635（ 98） 549（89） 435（66）  

（   ）は、女子内数  
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 ３．進学・就職等の状況 
２０１６年度 進路(就職)決定状況調査【最終】 

学   科 武 道 体 育 ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾅｰ 国際スポーツ文化 計 昨最終 

卒業者数 （Ａ） 104 ( 18 ) 367 ( 49 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 471 ( 67 ) 433 ( 68 ) 

留年者数 11 ( 0 ) 14 ( 0 ) 1 ( 1 ) 1 ( 0 ) 27 ( 1 ) 22 ( 2 ) 

在学者数 115 ( 18 ) 381 ( 49 ) 1 ( 1 ) 1 ( 0 ) 498 ( 68 ) 455 ( 62 ) 

                            

就 
 

職 
 

状 
 

況 

企   業 41 ( 9 ) 213 ( 28 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 254 ( 37 ) 235 ( 34 ) 

団   体 2 ( 0 ) 9 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 11 ( 1 ) 2 ( 2 ) 

医療・福祉施設等 3 ( 0 ) 3 ( 3 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 6 ( 3 ) 10 ( 1 ) 

公
務
員 

一 般 0 ( 0 ) 2 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 2 ( 0 ) 4 ( 0 ) 

警 察 30 ( 1 ) 24 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 54 ( 2 ) 39 ( 3 ) 

消 防 0 ( 0 ) 10 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 10 ( 0 ) 15 ( 0 ) 

刑 務 5 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 5 ( 1 ) 9 ( 1 ) 

海上保安庁 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 

自衛隊 3 ( 0 ) 7 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 10 ( 0 ) 3 ( 0 ) 

臨   時 0 ( 0 ) 10 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 10 ( 1 ) 6 ( 1 ) 

自   営 1 ( 0 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 2 ( 0 ) 3 ( 0 ) 

そ の 他 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 

教
職 

公立 
専任 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 2 ( 1 ) 

講師 12 ( 6 ) 25 ( 4 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 37 ( 10 ) 29 ( 6 ) 

私立 
専任 1 ( 0 ) 1 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 2 ( 1 ) 0 ( 0 ) 

講師 0 ( 0 ) 3 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 3 ( 1 ) 8 ( 3 ) 

その他（小学校等） 0 ( 0 ) 19 ( 3 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 19 ( 3 ) 10 ( 2 ) 

就職者計 （B） 98 ( 17 ) 328 ( 43 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 426 ( 60 ) 375 ( 54 ) 

進 
学 

状 

況 

大 学 院 3 ( 1 ) 4 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 7 ( 1 ) 7 ( 3 ) 

大   学 0 ( 0 ) 4 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 4 ( 0 ) 0 ( 0 ) 

短   大 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 3 ( 0 ) 

研究生等 0 ( 0 ) 3 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 3 ( 0 ) 4 ( 1 ) 

専門学校等 0 ( 0 ) 3 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 3 ( 1 ) 5 ( 0 ) 

留  学 0 ( 0 ) 4 ( 2 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 4 ( 2 ) 4 ( 1 ) 

進学者計 （C） 3 ( 1 ) 18 ( 3 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 21 ( 4 ) 23 ( 5 ) 

未決定 

（D） 

目標あり 
(次年度受験予定) 2 ( 0 ) 13 ( 2 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 15 ( 2 ) 0 ( 0 ) 

目標不明 1 ( 0 ) 8 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 9 ( 1 ) 35 ( 1 ) 

就職希望者就職率 
100.0% 

 
100.0% 

 
0.0% 

 
0.0% 

 
100.0% 

 
100.0% 

 B ÷ 〔A－(C＋D)〕 

進路決定率 
97.1% 

 
94.3% 

 
0.0% 

 
0.0% 

 
94.9% 

 
91.9% 

 ( B＋C ) ÷ A 
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４．表彰 
 
 （１）２０１６年度 松前スポーツ・文化賞 

   特別賞（１名） 

№ 氏 名 
学友会 
所属団体 

大 会 名 種別 順位 

1 堀江 星冴 ﾗｲﾌｾｰﾋﾞﾝｸﾞ 

2014 年 第 29 回全日本学生ﾗｲﾌｾｰﾋﾞﾝｸﾞ選手権大会 男子ﾋﾞｰﾁﾌﾗｯｸﾞｽ 個人 優勝 

2015 年 第 30 回全日本学生ﾗｲﾌｾｰﾋﾞﾝｸﾞ選手権大会 男子ﾋﾞｰﾁﾌﾗｯｸﾞｽ 個人 優勝 

2016 年 第 31 回全日本学生ﾗｲﾌｾｰﾋﾞﾝｸﾞ選手権大会 男子ﾋﾞｰﾁﾌﾗｯｸﾞｽ 個人 優勝 

2016 年 第 29 回全日本ﾗｲﾌｾｰﾋﾞﾝｸﾞ種目別選手権大会 男子ﾋﾞｰﾁﾌﾗｯｸﾞｽ 個人 2 位 

2016 年 第 42 回全日本ﾗｲﾌｾｰﾋﾞﾝｸﾞ選手権大会 男子ﾋﾞｰﾁﾌﾗｯｸﾞｽ 個人 3 位 

 

 

   団体の部 最優秀賞（２団体） 

№ 学友会所属団体 成 績 大 会 名 及 び 種 目 

1 剣道部（男子） 3 位 第 64 回全日本学生剣道優勝大会 

2 パワーリフティング部 3 位 第 43 回全日本学生パワーリフティング選手権大会 

 

 

   団体の部 優秀賞（２団体） 

№ 学友会所属団体 成 績 大 会 名 及 び 種 目 

1 柔道部（女子） ﾍﾞｽﾄ 8 平成 28 年度全日本学生柔道優勝大会（女子 25 回） 

2 ライフセービング部（男子） 優勝 第 31 回全日本学生ライフセービング選手権大会（ビーチリレー） 

 

 

   団体の部 功労賞（１団体） 

№ 学友会所属団体 成 績 大 会 名 及 び 種 目 

1 学友会学生総務委員会  年間を通して学友会活動に貢献した 
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   個人の部 最優秀賞（３名） 

№ 学年 学科 氏 名 学友会所属団体 成 績 大会名および種目 

1 3 P 飯嶋 啓維 ﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ部 

優勝 第 43 回全日本学生ﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ選手権大会 男子 74kg 級 

優勝 第 101 回関東学生ﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ選手権大会 男子 74kg 級 

2 3 P 古清水 駿 ﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ部 

2 位 2016 年世界ｸﾗｼｯｸﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ選手権大会 男子ｼﾞｭﾆｱ 66kg 級 

2 位 
第 20 回ｼﾞｬﾊﾟﾝｸﾗｼｯｸﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ選手権大会 男子ｼﾞｭﾆｱ 66kg 級 
※ﾃﾞｯﾄﾞﾘﾌﾄ（ﾉｰｷﾞｱ・一般男子）日本記録更新 

3 位 第 43 回全日本学生ﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ選手権大会 男子 66kg 級 

2 位 第 71 回国民体育大会 男子 66kg 級 

3 4 P 堀江 星冴 ﾗｲﾌｾｰﾋﾞﾝｸﾞ部 

優勝 第 31 回全日本学生ﾗｲﾌｾｰﾋﾞﾝｸﾞ選手権大会 男子ﾋﾞｰﾁﾌﾗｯｸﾞｽ 

2 位 第 29 回全日本ﾗｲﾌｾｰﾋﾞﾝｸﾞ種目別選手権大会 男子ﾋﾞｰﾁﾌﾗｯｸﾞｽ 

3 位 第 42 回全日本ﾗｲﾌｾｰﾋﾞﾝｸﾞ選手権大会 男子ﾋﾞｰﾁﾌﾗｯｸﾞｽ 

 

 

 

   個人の部 優秀賞（５名） 

№ 学年 学科 氏名 学友会所属団体 成 績 大会名および種目 

1 2 B 岩切 勇樹 剣道部 ﾍﾞｽﾄ 8 第 64 回全日本学生剣道選手権大会 

2 2 P 伊藤 将司 野球部 優勝 第 40 回日米大学野球選手権大会 ※日本代表 

3 2 P 栗城 ｱﾝｿﾆｰﾀｲﾚﾙ 陸上競技部 

3 位 天皇賜盃第 85 回日本学生陸上競技対校選手権大会 110mH 

4 位 2016 日本学生陸上競技個人選手権大会 110mH 

4 位 第 71 回国民体育大会 110mH 

4 4 P 越川 裕太 ﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ部 

2 位 第 43 回全日本学生ﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ選手権大会 男子 83kg 級 

優勝 第 101 回関東学生ﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ選手権大会 男子 83kg 級 

5 3 P 齊藤 蒼斗 ﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ部 

4 位 第 43 回全日本学生ﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ選手権大会 男子 74kg 級 

2 位 第 101 回関東学生ﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ選手権大会 男子 74kg 級 
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 （２）２０１６度学業成績優秀者表彰 

   学業成績優秀者（４年間） 

№ 学 科 氏 名 

1 武道学科  髙橋 千尋 

2 体育学科  鈴木 雄登 

 

 

   学業成績優秀者（２０１５年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 学年 学科 学籍番号 氏 名 

1 2 B 115488 山本 将司 

2 2 B 115140 唐笠 祐来 

3 2 P 115230 嶋野 巧 

4 2 P 115202 佐々木 颯太 

5 2 P 115164 久保木 悠太 

6 2 P 115181 後藤 拳人 

7 2 P 115336 長江 虹輝 

     

№ 学年 学科 学籍番号 氏 名 

8 3 B 114234 志賀 秀一 

9 3 B 114174 倉田 誠也 

10 3 P 114114 尾﨑 竜之輔 

11 3 P 114469 山田 紀史 

12 3 P 114423 溝渕 拓斗 

13 3 P 114233 塩澤 大輔 

14 3 P 114254 鈴木 麻由 

№ 学年 学科 学籍番号 氏 名 

15 4 B 113193 境 春菜 

16 4 B 113280 髙橋 千尋 

17 4 P 113419 福田 海里 

18 4 P 113444 堀田 理沙子 

19 4 P 113186 齊田 翼 

20 4 P 113260 鈴木 雄登 

21 4 P 113035 石原 将弥 
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Ⅲ．財務の概要 
 

 １．2016年度決算について 

   学校法人国際武道大学の 2016年度決算は、5月 24日に開催された理事会及び評議員会において承 

  認されました。 

   当期は、経済情勢、その他の社会的事情を考慮し、入学金・学費の据え置きを行いました。 

  ○資金収支計算書 

    「資金収支計算書」は、学校法人の当該会計年度における教育研究等の諸活動に対応するすべて 

   の収入及び支出の内容を科目別に明らかにし、かつ、支払資金の収入及び支出のてん末を明らかに 

   するものです。 

    収入の部につきましては、特に「補助金収入」が予算を上回った他はほぼ予算どおりとなりまし 

   た。 

    支出の部につきましては、特に「人件費支出」「教育研究経費支出」「管理経費支出」が予算を下 

   回りました。 

 

資金収支計算書 

2016 年 4 月 1 日から 

2017 年 3 月 31 日まで 

（単位：百万円） 

収入の部 

科 目 予 算 決 算 差 異 

学生生徒等納付金収入 2,446 2,446 0 

手数料収入 17 17 0 

寄付金収入 2 3 △ 1 

補助金収入 110 133 △ 23 

資産売却収入 0 0 0 

付随事業・収益事業収入 11 13 △ 1 

受取利息・配当金収入 26 26 0 

雑収入 106 106 0 

借入金等収入 0 0 0 

前受金収入 351 349 2 

その他の収入 96 100 △ 4 

資金収入調整勘定 △ 473 △ 472 0 

前年度繰越支払資金 3,778 3,778 
 

収入の部合計 6,470 6,498 △ 28 

支出の部 

科 目 予 算 決 算 差 異 

人件費支出 1,386 1,360 26 

 （うち教職員等人件費支出） 1,269 1,245 24 

 （うち退職金支出） 117 115 2 

教育研究費支出 653 617 35 
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管理経費支出 281 259 21 

借入金等利息支出 0 0 0 

借入金等返済支出 0 0 0 

施設関係支出 23 23 0 

設備関係支出 61 57 4 

資産運用支出 389 387 1 

その他の支出 146 146 0 

資金支出調整勘定 △ 200 △ 186 △ 13 

〔予備費〕 
（0） 

0 

 

 

 

0 

翌年度繰越支払資金 3,732 3,835 △ 103 

支出の部合計 6,470 6,498 △ 28 

 

         （注）表の金額は百万円未満を四捨五入しているため、合計など数値が一致しない場合がある。 

            以下の表についても同様。 

 

  ○事業活動収支計算書 

    「事業活動収支計算書」は、当該会計年度の次に掲げる活動に対応する事業活動収入及び事業活 

   動支出の内容を明らかにするとともに、基本金に組み入れる額を控除した諸活動に対応する全ての 

   事業活動収入及び事業活動支出の均衡の状態を明らかにし、学校法人の経営状況が健全であるかど 

   うかを示すものです。 

     １ 教育活動 

     ２ 教育活動以外の経常的な活動 

     ３ 上記以外の活動 

    具体的には、事業活動収入は、学生生徒等納付金、手数料、寄付金、補助金などの法人に帰属す 

   る収入で、借入金、前受金収入など負債とならない収入を計算します。事業活動支出は、消費する 

   資産の取得価額及び用役の対価に基づいて計算します。３つの活動ごとに事業活動収入と事業活動 

   支出を対照して行い、事業活動収入の額から事業活動支出の額を控除し、その残額から基本金組入 

   額（校地、校舎、機器備品、図書などの取得、或いはそのために借り入れた借入金の返済、将来取 

   得のための引当金などの資本的支出に充てる額）を控除して行います。 

    「基本金組入額」とは、学校法人が教育研究等の諸活動の計画に基づき必要な資産（校地、校舎、 

   機器備品、図書、現金・預金など）を継続的に保持するために維持すべきものとして事業活動収入 

   のうちから組み入れた金額です。 

    基本金には第１号基本金から第４号基本金まで４種類あり、学校法人会計基準に定められていま 

   す。 

    第１号基本金：規模の拡大や設備の充実のために支出した金額。 

    第２号基本金：規模拡大や設備の充実のために将来取得する固定資産の取得に充てる金額。 

    第３号基本金：基金として継続に保持し、その運用果実を奨学基金に充てる。 

    第４号基本金：経常的に保持すべき資金として別に文部科学大臣が定める額。 

    事業活動収入の部につきましては、「補助金」が予算を上回りました。 

    「その他の特別収入」には、図書と機器備品の現物寄付が含まれています。 

    事業活動支出の部につきましては、特に「人件費」「教育研究経費」「管理経費」が予算を下回り 
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   ました。 

    「人件費」「教育研究経費」「管理経費」について、資金収支での支出金額のほかに、「人件費」で 

   は退職給与引当金繰入額が、また「教育研究経費」「管理経費」にはそれぞれ減価償却額が計上され 

   ています。 

    当期の基本金組入前当年度収支差額は、108百万円の収入超過となり、基本金の組入を 1百万円 

   行った結果、107百円の収入超過となりました。更に基本金取崩を 7百万円行った結果、繰越収支 

   差額が前年度に比べ 113百円増加しました。 

 

 

 

事業活動収支計算書 

2016 年 4 月 1 日から 

2017 年 3 月 31 日まで 

（単位：百万円） 

教
育
活
動
収
支 

事
業
活
動
収
入
の
部 

科 目 予 算 決 算 差 異 

学生生徒等納付金 2,446 2,446 0 

手数料 17 17 0 

寄付金 2 3 △ 1 

経常費等補助金 110 133 △ 23 

付随事業収入 11 13 △ 1 

雑収入 107 108 0 

教育活動収入計 2,694 2,719 △ 26 

事
業
活
動
支
出
の
部 

科 目 予 算 決 算 差 異 

人件費 

 （うち教職員人件費等） 

1,395 

1,269 

1,368 

1,245 

26 

24 

 （うち退職給与引当金繰入額） 

 （うち退職金） 

98 

28 

96 

28 

2 

 1 

教育研究経費 

（うち減価償却額） 

992 

339 

954 

337 

37 

2 

管理経費 

（うち減価償却額） 

321 

41 

300 

40 

22 

0 

徴収不能額等 17 16 1 

教育活動支出計 2,725 2,638 86 

教育活動収支差額 △ 31 81 △ 112 

  

  

教
育
活
動
外
収
支 

事
業
活
動
収
入
の
部 

科 目 予 算 決 算 差 異 

受取利息・配当金 26 26 0 

その他の教育活動外収入 0 0 0 

教育活動外収入計 26 26 0 

事
業

活
動

支
出

の
部 科 目 予 算 決 算 差 異 
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借入金等利息 0 0 0 

その他の教育活動外支出 0 0 0 

教育活動外支出計 0 0 0 

教育活動外収支差額 26 26 0 

経常収支差額 △ 5 107 △ 112 

特
別
収
支 

事
業
活
動
収
入
の
部 

科 目 予 算 決 算 差 異 

資産売却差額 0 0 0 

その他の特別収入 1 1 0 

特別収入計 1 1 0 

事
業
活
動
支
出
の
部 

科 目 予 算 決 算 差 異 

資産処分差額 1 1 0 

その他の特別支出 0 0 0 

特別支出計 1 1 0 

特別収支差額 0 0 △ 1 

〔予備費〕 
(0) 

0 
  

 

0 

基本金組入前当年度収支差額 △ 5 108 △ 113 

基本金繰入額合計  0 △ 1 1 

当年度収支差額 △ 5 108 △ 113 

前年度繰越収支差額 3,339 3,339 0 

基本金取崩額 6 7 △ 1 

翌年度繰越収支差額 3,340 3,452 △ 113 

（参考） 
   

事業活動収入計 2,721 2,747 △ 26 

事業活動支出計 2,726 2,639 86 
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学生生徒等納付金 

89.0% 

手数料 

0.6% 

寄付金 

0.1% 

経常費等補助金 

4.8% 

付随事業収入 

0.5% 

雑収入 

3.9% 受取利息・配当金 

0.9% 

その他の教育活動外 

収入 

0.0% 

資産売却差額 

0.0% 

その他の特別収入 

0.0% 

事業活動収入（2,747百万円）の構成比率 

学生生徒等納付金 

手数料 

寄付金 

経常費等補助金 

付随事業収入 

雑収入 

受取利息・配当金 

その他の教育活動

外収入 
資産売却差額 

その他の特別収入 

人件費 

51.8% 

教育研究経費 

36.2% 

管理経費 

11.4% 

徴収不能額等 

0.6% 

借入金等利息 

0.0% 

その他の教育活動外 

支出 

0.0% 
資産処分差額 

0.0% 

その他の特別支出 

0.0% 

事業活動支出（2,639百万円）の構成比率 

人件費 

教育研究経費 

管理経費 

徴収不能額等 

借入金等利息 

その他の教育活

動外支出 

資産処分差額 

その他の特別支

出 
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 ○貸借対照表 

   「貸借対照表」は、期末時点での財産の状態を明らかにしたものです。 

   当期の総資産は 26,809百万円で、純資産は 25,542百万円となりました。 

貸借対照表 

2017 年 3 月 31 日 

  
（単位：百万円） 

資産の部 

科 目 本年度末 前年度末 増 減 

固定資産 22,891 22,838 53 

 有形固定資産 11,428 11,727 △ 299 

  土地 5,671 5,671 0 

  建物・構築物 5,180 5,454 △ 273 

  機器備品 156 185 △ 29 

  図書 420 417 3 

  その他 0 0 0 

 特定資産 11,420 11,077 344 

 その他の固定資産 42 34 8 

  ソフトウエア 30 29 1 

  有価証券 1 1 0 

  その他 11 4 7 

流動資産 3,918 3,831 86 

  現金預金 3,835 3,778 57 

  その他 83 54 30 

資産の部合計 26,809 26,669 139 

負債の部 

科 目 本年度末 前年度末 増 減 

固定負債 687 680 7 

  退職給与引当金 

  その他 

687 

0 

680 

0 

7 

0 

流動負債 580 555 25 

  前受金 348 379 △ 30 

  その他 231 176 55 

負債の部合計 1,266 1,235 32 

純資産の部 

科 目 本年度末 前年度末 増 減 

基本金 22,090 22,096 △ 6 

  第１号基本金 20,552 20,553 △ 2 

  第３号基本金 1,361 1,360 1 

  第４号基本金 177 182 △ 5 

繰越収支差額 3,452 3,339 114 

  翌年度繰越収支差額 2,452 3,339 114 
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純資産の部合計 25,542 25,435 108 

負債及び純資産の部合計 26,809 26,669 139 

注記 減価償却額の累計額 8,755 百万円 

   基本金未組入額          0 百万円 

 

 

 

２．財務状況等の経年比較 

  ○学生数・教職員数・財務比率などの推移 
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資金収支の推移 

 

  

（単位：百万円）

決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率

学生生徒等納付金収入 2,682 -1.4% 2,665 -0.6% 2,559 -4.0% 2,548 -0.4% 2,446 -4.0%

手数料収入 24 12.3% 21 -12.5% 20 -5.1% 19 -5.5% 17 -9.3%

寄付金収入 20 349.7% 30 48.2% 29 -2.1% 8 -74.1% 3 -65.2%

補助金収入 126 -23.3% 171 35.2% 122 -28.2% 106 -13.7% 133 26.3%

資産売却収入 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

付随事業・収益事業収入 8 5.9% 8 -3.5% 11 39.4% 9 -23.9% 13 47.5%

受取利息・配当金収入 41 -17.3% 46 13.8% 41 -10.8% 38 -8.9% 26 -30.5%

雑収入 39 -63.8% 122 214.6% 119 -2.6% 72 -39.9% 106 48.4%

借入金等収入 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

前受金収入 478 4.1% 433 -9.4% 437 0.8% 379 -13.3% 349 -7.9%

その他の収入 594 765.1% 1,034 74.1% 246 -76.3% 165 -32.9% 100 -39.5%

資金収入調整勘定 △ 479 -19.6% △ 617 28.8% △ 525 -15.0% △ 501 -4.6% △ 472 -5.6%

前年度繰越支払資金 3,716 0.7% 3,446 -7.3% 3,610 4.7% 3,759 4.1% 3,778 0.5%

収入の部合計 7,249 8.3% 7,360 1.5% 6,670 -9.4% 6,600 -1.0% 6,498 -1.5%

人件費支出 1,276 -9.4% 1,432 12.2% 1,409 -1.6% 1,304 -7.4% 1,360 4.3%

（うち教職員等人件費支出） 1,256 -3.8% 1,308 4.1% 1,271 -2.8% 1,248 -1.8% 1,245 -0.3%

（うち退職金支出） 19 -80.9% 124 533.9% 137 11.2% 56 -59.5% 115 106.7%

教育研究費支出 698 -8.5% 674 -3.4% 638 -5.3% 637 -0.2% 617 -3.1%

管理経費支出 266 2.4% 297 11.8% 239 -19.6% 241 0.9% 259 7.5%

借入金等利息支出 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

借入金等返済支出 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

施設関係支出 302 150.7% 888 194.3% 147 -83.5% 89 -39.7% 23 -74.3%

設備関係支出 243 539.0% 69 -71.7% 29 -57.8% 29 0.9% 57 94.4%

資産運用支出 711 72.3% 511 -28.1% 452 -11.6% 437 -3.3% 387 -11.3%

その他の支出 397 134.9% 98 -75.3% 222 125.2% 223 0.8% 146 -34.6%

資金支出調整勘定 △ 89 -53.3% △ 219 145.7% △ 224 2.2% △ 138 -38.6% △ 186 35.3%

翌年度繰越支払資金 3,446 -7.3% 3,610 4.7% 3,759 4.1% 3,778 0.5% 3,835 1.5%

支出の部合計 7,249 8.3% 7,360 1.5% 6,670 -9.4% 6,600 -1.0% 6,498 -1.5%

△ 270 -1107.7% 164 -160.7% 149 -8.7% 19 -87.3% 57 198.9%

2016　　　　　　　　　年　度
　科　目

資
金
収
入
の
部

2015201420132012

資
金
支
出
の
部

当年度資金収支差額
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活動区分資金収支の推移 

 

  

（単位：百万円）

決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率

教育活動資金収入計 2,900 -3.9% 2,992 3.2% 2,856 -4.6% 2,761 -3.3% 2,718 -1.6%

教育活動資金支出計 2,239 -7.8% 2,403 7.3% 2,286 -4.9% 2,182 -4.6% 2,236 2.5%

差引 660 12.4% 589 -10.8% 570 -3.3% 579 1.5% 482 -16.8%

調整勘定等 △ 13 -76.1% △ 32 148.8% 20 -161.5% △ 130 -759.8% △ 32 -75.5%

教育活動資金収支差額 647 21.3% 557 -13.9% 590 5.8% 449 -23.9% 450 0.2%

施設整備等活動資金収入計 492 1593.6% 728 48.0% 125 -82.8% 83 -33.5% 44 -47.6%

施設整備等活動資金支出計 1,200 115.9% 1,390 15.9% 590 -57.5% 510 -13.6% 458 -10.3%

差引 △ 708 34.4% △ 661 -6.5% △ 465 -29.6% △ 427 -8.3% △ 414 -3.0%

調整勘定等 7 -202.3% △ 25 -436.4% 19 -176.3% 6 -69.1% △ 0 -106.9%

施設整備等活動資金収支差額 △ 700 31.1% △ 687 -1.9% △ 446 -35.0% △ 421 -5.7% △ 414 -1.5%

△ 53 36717.3% △ 129 145.8% 144 -211.0% 28 -80.6% 35 26.4%

その他の活動資金収入計 45 -13.2% 371 720.6% 45 -87.8% 38 -15.0% 31 -19.0%

その他の活動資金支出計 262 942.2% 78 -70.3% 39 -49.4% 47 20.1% 10 -79.6%

差引 △ 217 -906.6% 293 -235.0% 6 -98.0% △ 9 -255.5% 21 -339.6%

調整勘定等 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

その他の活動資金収支差額 △ 217 -906.6% 293 -235.0% 6 -98.0% △ 9 -255.5% 21 -339.6%

△ 270 -1107.7% 164 -160.7% 149 -8.7% 19 -87.3% 57 198.9%

3,716 0.0% 3,446 -7.3% 3,610 4.7% 3,759 4.1% 3,778 0.5%

3,446 -7.3% 3,610 4.7% 3,759 4.1% 3,778 0.5% 3,835 1.5%
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事業活動収支の推移 

 

  

（単位：百万円）

決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率

学生生徒等納付金 2,682 -1.4% 2,665 -0.6% 2,559 -4.0% 2,548 -0.4% 2,446 -4.0%

手数料 24 12.3% 21 -12.5% 20 -5.1% 19 -5.5% 17 -9.3%

寄付金 20 355.5% 30 46.3% 29 -2.1% 8 -74.1% 3 -65.2%

経常費等補助金 126 -19.8% 146 15.6% 117 -19.6% 106 -9.9% 133 26.3%

付随事業収入 8 5.9% 8 -3.5% 11 39.4% 9 -23.9% 13 47.5%

雑収入 70 -42.0% 135 93.0% 119 -12.0% 72 -39.9% 108 50.2%

教育活動収入計 2,931 -3.3% 3,006 2.5% 2,856 -5.0% 2,761 -3.3% 2,719 -1.5%

人件費 1,308 -7.9% 1,471 12.5% 1,405 -4.5% 1,335 -5.0% 1,368 2.5%

（うち教職員人件費等） 1,256 -3.8% 1,308 4.1% 1,271 -2.8% 1,248 -1.8% 1,245 -0.3%

（うち退職給与引当金繰入額） 52 -45.8% 132 156.9% 101 -23.7% 68 -33.1% 96 41.9%

（うち退職金） 0 -100.0% 31 #DIV/0! 33 7.9% 20 -40.8% 28 42.1%

教育研究費 1,059 -5.2% 1,063 0.4% 1,010 -4.9% 988 -2.2% 955 -3.4%

（うち減価償却額） 361 1.9% 389 7.7% 372 -4.3% 351 -5.6% 337 -3.9%

管理経費 310 2.4% 342 10.3% 282 -17.7% 282 0.2% 300 6.2%

（うち減価償却額） 44 2.3% 45 1.3% 43 -4.8% 41 -3.5% 40 -1.6%

徴収不能額等 14 -22.2% 17 23.5% 10 -39.5% 12 18.3% 16 27.1%

教育活動支出計 2,691 -5.8% 2,893 7.5% 2,708 -6.4% 2,618 -3.3% 2,638 0.8%

241 38.1% 112 -53.3% 149 32.0% 143 -3.7% 81 -43.3%

受取利息・配当金 41 -17.3% 46 13.8% 41 -10.8% 38 -8.9% 26 -30.5%

その他の教育活動外収入 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

教育活動外収入計 41 -17.3% 46 13.8% 41 -10.8% 38 -8.9% 26 -30.5%

借入金等利息 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

その他の教育活動外支出 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -96.6%

教育活動外支出計 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -96.6%

41 -17.3% 46 13.8% 41 -10.8% 38 -8.9% 26 -30.4%

281 25.9% 159 -43.6% 190 19.5% 181 -4.9% 107 -40.6%

資産売却差額 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

その他の特別収入 0 -96.6% 26 9668.8% 6 -76.5% 0 -98.5% 1 1384.3%

特別収入計 0 -96.6% 26 9668.8% 6 -76.5% 0 -98.5% 1 1384.3%

資産処分差額 44 1689.1% 11 -75.8% 2 -82.6% 66 3465.4% 1 -98.2%

その他の特別支出 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

特別支出計 44 1689.1% 11 -75.8% 2 -82.6% 66 3465.4% 1 -98.2%

△ 44 -931.3% 15 -134.2% 4 -72.1% △ 66 -1684.1% 0 -100.3%

238 4.0% 174 -27.0% 194 11.7% 115 -40.9% 108 -6.3%

△ 392 191.8% △ 761 94.4% △ 153 -80.0% △ 6 -96.1% △ 1 -89.9%

△ 154 -262.6% △ 588 282.1% 42 -107.1% 109 162.0% 107 -1.7%

3,849 2.5% 3,695 -4.0% 3,107 -15.9% 3,149 1.3% 3,230 2.6%

0 - 0 - 0 - 81 - 7 -91.6%

3,695 -4.0% 3,107 -15.9% 3,149 1.3% 3,230 2.6% 3,237 0.2%

（参考）

2,972 -3.7% 3,077 3.5% 2,903 -5.7% 2,798 -3.6% 2,747 -1.8%

2,734 -4.4% 2,904 6.2% 2,709 -6.7% 2,684 -1.0% 2,639 -1.6%
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貸借対照表の推移 

 

  

（単位：百万円）

決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比

固定資産 22,489 85.9% 22,742 85.9% 22,827 85.6% 22,838 85.6% 22,891 85.4%

　有形固定資産 11,739 44.8% 12,268 46.3% 12,047 45.2% 11,727 44.0% 11,428 42.6%

　　土地 5,673 21.7% 5,673 21.4% 5,673 21.3% 5,671 21.3% 5,671 21.2%

　　建物・構築物 5,153 19.7% 5,849 22.1% 5,673 21.3% 5,454 20.4% 5,180 19.3%

　　機器備品 291 1.1% 279 1.1% 230 0.9% 185 0.7% 156 0.6%

　　図書 405 1.5% 409 1.5% 414 1.6% 417 1.6% 420 1.6%

　　その他 216 0.8% 58 0.2% 58 0.2% 0 0.0% 0 0.0%

　特定資産 10,662 40.7% 10,396 39.3% 10,724 40.2% 11,077 41.5% 11,420 42.6%

　その他の固定資産 88 0.3% 78 0.3% 55 0.2% 34 0.1% 42 0.2%

　　ソフトウエア 84 0.3% 68 0.3% 49 0.2% 29 0.1% 30 0.1%

　　有価証券 1 0.0% 1 0.0% 1 0.0% 1 0.0% 1 0.0%

　　その他 4 0.0% 9 0.0% 6 0.0% 4 0.0% 11 0.0%

流動資産 3,690 14.1% 3,735 14.1% 3,844 14.4% 3,831 14.4% 3,918 14.6%

　　現金預金 3,446 13.2% 3,610 13.6% 3,759 14.1% 3,778 14.2% 3,835 14.3%

　　その他 244 0.9% 126 0.5% 85 0.3% 53 0.2% 83 0.3%

資産の部合計 26,179 100.0% 26,477 100.0% 26,670 100.0% 26,669 100.0% 26,809 100.0%

固定負債 612 2.3% 652 2.5% 648 2.4% 680 2.5% 687 2.6%

　　退職給与引当金 612 2.3% 652 2.5% 648 2.4% 680 2.5% 687 2.6%

　　その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

流動負債 614 2.3% 700 2.6% 702 2.6% 555 2.1% 580 2.2%

　　前受金 478 1.8% 433 1.6% 437 1.6% 379 1.4% 348 1.3%

　　その他 136 0.5% 267 1.0% 266 1.0% 176 0.7% 231 0.9%

負債の部合計 1,227 4.7% 1,351 5.1% 1,350 5.1% 1,235 4.6% 1,266 4.7%

基本金 21,257 81.2% 22,019 83.2% 22,171 83.1% 22,096 82.9% 22,090 82.4%

　第１号基本金 19,737 75.4% 20,490 77.4% 20,635 77.4% 20,553 77.1% 20,552 76.7%

　第２号基本金 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

　第３号基本金 1,338 5.1% 1,347 5.1% 1,354 5.1% 1,360 5.1% 1,361 5.1%

　第４号基本金 182 0.7% 182 0.7% 182 0.7% 182 0.7% 177 0.7%

繰越収支差額 3,695 14.1% 3,107 11.7% 3,149 11.8% 3,339 12.5% 3,452 12.9%

　翌年度繰越収支差額 3,695 14.1% 3,107 11.7% 3,149 11.8% 3,339 12.5% 3,452 12.9%

純資産の部合計 24,952 95.3% 25,126 94.9% 25,320 94.9% 25,435 95.4% 25,542 95.3%

26,179 100.0% 26,477 100.0% 26,670 100.0% 26,669 100.0% 26,809 100.0%

7,819 - 8,009 - 8,386 - 8,595 - 8,755 -

1 - 1 - 0 - 1 - 0 -

2016201520142012 2013
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事業活動収支計算書関係比率の推移 

 

 

  

比    率 算   式（＊１００） 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

人件費 ％ ％ ％ ％ ％

経常収入 44.0  48.2  48.5  47.7  49.8  

人件費

学生生徒等納付金 48.8  55.2  54.9  52.4  55.9  

教育研究経費

経常収入 35.6  34.8  34.9  35.3  34.8  

管理経費

経常収入 10.4  11.2  9.7  10.1  10.9  

借入金等利息

経常収入 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

基本金組入前当年度収支差額

事業活動収入 8.0  5.6  6.7  4.1  3.9  

事業活動支出

事業活動収入－基本金組入額 106.0  125.4  98.5  96.1  96.1  

学生生徒等納付金

経常収入 90.2  87.3  88.3  91.1  89.1  

寄付金

事業活動収入 0.7  1.0  1.0  0.3  0.1  

補助金

事業活動収入 4.2  5.5  4.2  3.8  4.9  

基本金組入額

事業活動収入 13.2  24.7  5.3  0.2  0.0  

減価償却額

経常支出 15.0  15.0  15.3  15.0  14.3  

経常収支差額

経常収入 9.5  5.2  6.6  6.5  3.9  

教育活動収支差額

教育活動収入計 8.2  3.7  5.2  5.2  3.0  

（注）「経常収入」＝教育活動収入計＋教育活動外収入計　　「経常支出」＝教育活動支出計＋教育活動外支出計

11 基 本 金 組 入 率

12 減 価 償 却 額 比 率

9 寄 付 金 比 率

10 補 助 金 比 率

7 基 本 金 組 入 後 収 支 比 率

8 学 生 生 徒 等 納 付 金 比 率

5 借 入 金 等 利 息 比 率

6 事 業 活 動 収 支 差 額 比 率

3 教 育 研 究 経 費 比 率

4 管 理 経 費 比 率

1 人 件 費 比 率

2 人 件 費 依 存 率

13 経 常 収 支 差 額 比 率

14 教 育 活 動 収 支 差 額 比 率
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貸借対照表関係比率の推移 

 

  

比    率 算    式　（＊１００） 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

固定資産 ％ ％ ％ ％ ％

総資産 85.9  85.9  85.6  85.6  85.4  

有形固定資産

総資産 44.8  46.3  45.2  44.0  42.6  

特定資産

総資産 40.7  39.3  40.2  41.5  42.6  

流動資産

総資産 14.1  14.1  14.4  14.4  14.6  

固定負債

総負債＋純資産 2.3  2.5  2.4  2.5  2.6  

流動負債

総負債＋純資産 2.3  2.6  2.6  2.1  2.2  

運用資産－総負債

総資産 49.2  47.8  49.2  51.1  52.2  

運用資産－外部負債

経常支出 5.2年 4.8年 5.3年 5.6年 5.7年

純資産

総負債+純資産 95.3  94.9  94.9  95.4  95.3  

繰越収支差額

総負債＋純資産 14.1  11.7  11.8  12.5  12.9  

固定資産

純資産 90.1  90.5  90.2  89.8  89.6  

固定資産

純資産＋固定負債 88.0  88.2  87.9  87.5  87.3  

流動資産

流動負債 600.5  533.7  547.3  690.3  675.9  

総負債

総資産 4.7  5.1  5.1  4.6  4.7  

総負債

純資産 4.9  5.4  5.3  4.9  5.0  

現金預金

前受金 720.8  833.2  860.8  997.8  1100.4  

退職給与引当特定資産

退職給与引当金 100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  

基本金

基本金要組入額 100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  

減価償却累計額（図書を除く）

減価償却資産取得価格（図書を除く） 58.6  56.4  58.5  60.3  62.0  

運用資産

要積立額 144.4  140.0  139.4  139.7  141.2  

活動区分資金収支計算書関係比率の推移

比    率 算    式　（＊１００） 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

教育活動資金収支差額 ％ ％ ％ ％ ％

教育活動資金収入計 22.3  18.6  20.7  16.3  16.5  

（注）教育活動資金収支差額＝教育活動資金収入計－教育活動資金支出計＋教育活動調整勘定等

1 教 育 活 動 資 金 収 支 差額 比率

19 減 価 償 却 比 率

17 退職給与引当特定資産保有率

18 基 本 金 比 率

20 積 立 率

15 負 債 比 率

16 前 受 金 保 有 率

13 流 動 比 率

14 総 負 債 比 率

11 固 定 比 率

12 固 定 長 期 適 合 率

7 内 部 留 保 資 産 比 率

8 運 用 資 産 余 裕 比 率

9 純 資 産 構 成 比 率

10 繰 越 収 支 差 額 構 成 比 率

2 有 形 固 定 資 産 構 成 比 率

6 流 動 負 債 構 成 比 率

1 固 定 資 産 構 成 比 率

4 流 動 資 産 構 成 比 率

3 特 定 資 産 構 成 比 率

5 固 定 負 債 構 成 比 率
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３．その他 

 ① 有価証券の状況 

区分 銘 柄 帳簿価額（円） 時価（円） 表示科目 

債券 第 49 回中日本高速道路㈱社債（５年） 300,000,000  301,422,600  退職給与引当特定資産 

債券 埼玉県平成 26 年度第 8 回公募公債（10 年） 100,000,000  101,664,900  施設設備引当特定資産 

債券 愛知県平成 26 年度第 16 回公募公債（10 年） 150,000,000  152,090,700  施設設備引当特定資産 

債券 ㈱日本政策投資銀行第 37 回社債（５年） 300,000,000  301,721,400  施設設備引当特定資産 

債券 第 49 回中日本高速道路㈱社債（５年） 200,000,000  200,948,400  施設設備引当特定資産 

債券 静岡県平成 24 年度第 6 回公募公債（5 年） 250,000,000  250,189,000  施設設備引当特定資産 

債券 第 383 回大阪府公募公債（10 年） 200,000,000  208,412,600  施設設備引当特定資産 

債券 千葉市債平成 26 年度第 1 回公募公債（10 年） 100,000,000  104,202,100  施設設備引当特定資産 

債券 第 48 回鉄道建設・運輸施設整備支援機構債（5 年） 500,000,000  500,635,000  施設設備引当特定資産 

債券 千葉県平成 24 年度第 4 回公募公債（5 年） 199,940,000  200,168,000  施設設備引当特定資産 

債券 茨城県平成 24 年度第 1 回公募公債（5 年） 199,940,000  200,182,000  施設設備引当特定資産 

債券 ㈱ＮＴＴドコモ第 19 回無担保社債（5 年） 500,000,000  500,630,000  施設設備引当特定資産 

債券 千葉県平成 24 年度第 4 回公募公債（5 年） 299,910,000  300,300,000  施設設備引当特定資産 

債券 首都高速道路㈱第 11 回社債（5 年） 500,000,000  500,900,000  施設設備引当特定資産 

株式 トヨタ自動車㈱第１回 AA 型種類株式（6,000 株） 63,588,000  64,122,000  施設設備引当特定資産 

株式 東海教育産業㈱（20,000 株） 500,000  - 有価証券 

計 3,863,878,000  3,887,588,700  
 

 

 ② 寄付金の状況 

寄付金の種類 寄付者 金額（円） 摘要 

教育振興募金 － 2,035,000  
 

 

 ③ 関連当事者等との取引の状況 

  ア）関連当事者 

会社等の名称 事業内容 資本金等 出資割合 取引の内容 摘要 

平山正剛（理事） 弁護士 － － 顧問弁護士料  1,200,000 円 
 

 

 ④ 学校法人間取引 

学校法人名 住所 取引の内容 摘要 

学校法人東海大学 東京都渋谷区 義援金 5,000,000 円 熊本地震 
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Ⅳ．処務概要 

 １．会議（理事会・評議員会・常務理事会） 
  2016 年度の学校法人国際武道大学理事会、評議員会を下記のとおり開催した。 

 

  ① 理事会（理事定数 寄附行為第 5 条第 1 項第一号 10 名以上 15 名以内 現在数 15 名） 

   第１回（１） 2016 年 5 月 25 日（水）14：45～14：55 霞が関ビル 35 階  

    出席理事 13 名、委任状提出理事 2 名、出席監事 2 名 

     議案 

     第 1 号議案「寄附行為の改正」について 

     第 2 号議案「理事長等の選任」について 

 

   第１回（２） 2016 年 5 月 25 日（水） 15：00～15：30 霞が関ビル 35 階 

    出席理事 13 名、委任状提出理事 2 名、出席監事 2 名 

     議案 

     第 1 号議案「2015 年度事業報告」について 

     第 2 号議案「2015 年度決算」について 

     報告事項 

     １．2016 年 3 月 24 日以降の主な事項」について 

     ２．「就職状況」について 

     ３．「名誉客員教授の委嘱」について 

     ４．「卒業式の名称変更」について 

 

   第１回（３） 2016 年 5 月 25 日（水） 16：50～17：20 霞が関ビル 35 階 

    出席理事 13 名、委任状提出理事 2 名、出席監事 2 名 

     議案 

     第 1 号議案「2017 年度入学検定料、入学金及び学費」について 

     第 2 号議案「学部改組」について 

     第 3 号議案「規程及び規則等」について 

 

   第２回 2016 年 10 月 7 日（金） 14：10～14：40 霞が関ビル 35 階 

    出席理事 12 名、委任状提出理事 3 名、出席監事 2 名 

     議案 

     第 1 号議案「2017 年度予算編成の基本方針」について 

     第 2 号議案「大学院、学部・学科改組」について 

     第 3 号議案「規程及び規則等」について 

     報告事項 

     １．「2016 年 5 月 26 日以降の主な事項」について 

     ２．「入試」について 

     ３．「任期制教員の採用」について 

     ４．「事務職員の採用」について 

     ５．「建学記念式典」について 

     ６．「大学入試センター試験」について 

     ７．「台風被害」について 
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   第３回 2017 年 2 月 10 日（金） 15：40～16：10 霞が関ビル 35 階 

    出席理事 12 名、委任状提出理事 3 名、出席監事 2 名 

     議案 

     第 1 号議案 「2016 年度収支予算の補正予算（案）」について 

     第 2 号議案 「規程及び規則等」について 

     報告事項 

     １．「2016 年 10 月 8 日以降の主な行事等活動」について 

     ２．「入試」について 

     ３．「教育目標・各種方針等」について 

 

   第４回（１） 2017 年 3 月 22 日（金） 17：25～18：20 霞が関ビル 35 階 

    出席理事 15 名、出席監事 2 名 

     議案 

     第 1 号議案 「2017 年度事業計画」について 

     第 2 号議案 「2017 年度収支予算」について 

     第 3 号議案 「評議員の選任」について 

     第 4 号議案 「規程及び規則等」について 

     報告事項 

     １．「2017 年 2 月 11 日以降の主な行事等活動」について 

     ２．「入試」について 

     ３．「人事」について 

     ４．「役職教職員」について 

 

   第４回（２） 2017 年 3 月 22 日（金） 18：50～19：00 霞が関ビル 35 階 

    出席理事 15 名、出席監事 2 名 

     報告事項 

     １．「評議員の選任」について 
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  ② 評議員会（評議員定数 寄附行為第 21 条第 2 項 21 名以上 31 名以内 現在数 31 名） 

   第１回（１） 2016 年 5 月 25 日（水） 14：30～14：40 霞が関ビル 35 階 

    出席評議員 23 名、委任状提出評議員 8 名、出席監事 2 名 

     議案 

     第 1 号議案「寄附行為の改正」について 

 

   第１回（２） 2016 年 5 月 25 日（水） 15：40～16：40 霞が関ビル 35 階 

    出席評議員 23 名、委任状提出評議員 8 名、出席監事 2 名 

     議案 

     第 1 号議案「2015 年度事業報告」について 

     第 2 号議案「2015 年度決算」について 

     第 3 号議案「2017 年度入学検定料、入学金及び学費寄附行為の改正」について 

     第 4 号議案「学部改組」について 

     第 5 号議案「規程及び規則等」について 

     報告事項 

     １．「2016 年 3 月 24 日以降の主な事項」について 

     ２．「就職状況」について 

     ３．「名誉客員教授の委嘱」について 

     ４．「卒業式の名称変更」について 

 

   第２回 2016 年 10 月 7 日（金） 13：30～14：00 霞が関ビル 35 階 

    出席評議員 23 名、委任状提出評議員 8 名、出席監事 2 名 

     議案 

     第 1 号議案「2017 年度予算編成の基本方針」について 

     第 2 号議案「大学院、学部・学科改組」について  

     第 3 号議案「規程及び規則等」について 

     報告事項 

     １．「2016 年 5 月 26 日以降の主な事項」について 

     ２．「入試」について 

     ３．「任期制教員の採用」について 

     ４．「事務職員の採用」について 

     ５．「建学記念式典」について 

     ６．「大学入試センター試験」について 

     ７．「台風被害」について 

 

   第３回 2017 年 2 月 10 日（金） 15：00～15：30 霞が関ビル 35 階 

    出席評議員 23 名、委任状提出評議員 8 名、出席監事 2 名 

     議案 

     第 1 号議案「2016 年度収支予算の補正予算（案）」について 

     第 2 号議案「規程及び規則等」について 

     報告事項 

     １．「2016 年 10 月 8 日以降の主な行事等活動」について 

     ２．「入試」について 

     ３．「教育目標・各種方針等」について 

   第４回（１） 2017 年 3 月 22 日（水） 16：30～17：15 霞が関ビル 35 階 

    出席評議員 28 名、委任状提出評議員 3 名、出席監事 2 名 
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     議案 

     第 1 号議案「2017 年度事業計画」について 

     第 2 号議案「2017 年度収支予算」について 

     第 3 号議案「規程及び規則等」について 

     報告事項 

     １．「2017 年 2 月 11 日以降の主な行事等活動」について 

     ２．「入試」について 

     ３．「人事」について 

     ４．「役職教職員」について 

 

   第４回（２） 2017 年 3 月 22 日（水） 18：30～18：40 霞が関ビル 35 階 

    出席評議員 28 名、委任状提出評議員 3 名、出席監事 2 名 

     議案 

     第 1 号議案「評議員の選任」について 
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  ③ 常務理事会 

2016 年度の学校法人国際武道大学常務理事会を下記のとおり開催した。 

 

    常務理事会 理 事 長      松前 達郎（議長） 

          副理事長      尾郷 良幸 

          副理事長      松前 義昭 

          常務理事・学長   髙見 令英 

          常務理事      青木 勝彦 

          常務理事      直井 三郎 

          常務理事      中村 敏之 

          常務理事・学生支援センター長 岩井 美樹 

          監  事      内田 安昭 

          監  事      笠巻 孝嗣 

     出席者  理事・研究科長   中島 一郎 

          学 部 長      松井完太郎 

 

  ◎ 常務理事会 

   第１回 2016 年 4 月 8 日（金） 11：00～11：30 

    出席者数 8 名、書記：総務課長 

    場   所 国際武道大学 1 号館 5 階 小会議室 

     検討事項 

     １．「将来構想検討会議の構成メンバーの変更」について 

     ２．「名誉客員教授」の委嘱について 

     ３．｢2016 年度奨学生」について 

     ４．｢資産運用」について 

     ５．｢常務理事会・理事会・評議員会の開催」について 

     ６．｢常務理事会等の日程」について 

     報告事項 

     １．「2015 年度 常務理事会のまとめ」について 

     ２．「2016 年度常務理事会構成」について 

     ３．「2016 年度入試結果」について 

     ４．「兼業申請」について 

     ５．「職員研修旅行」について 

 

   第２回 2016 年 4 月 28 日（金） 11：00～12：50 

    出席者数 10 名、書記：総務課長 

    指名出席者 徳永入試センター長（入試計画の説明） 

          関会計課長（資産運用の説明） 

    場   所 国際武道大学 1 号館 5 階 小会議室 

     検討事項 

     １．「2015 年度事業報告」について 

     ２．「熊本地震被災の対応」について 

     ３．「2017 年度入試」について 

     ４．「学部改組」について 

     ５．「2017 年度入学検定料、入学金及び学費」について 

     ６．｢規程及び規則等」について 

     ７．｢資産の運用」について 
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     報告事項 

     １．「熊本地震被災状況」について 

     ２．「危機管理対策本部」について 

     ３．「就職状況」について 

     ４．「後援会支部総会」について 

 

   第３回 2016 年 5 月 13 日（金） 11：00～11：40 

     出席者数 9 名、書記：総務課長 

     指名出席者 関会計課長（決算の説明） 

     場   所 国際武道大学 1 号館 5 階 小会議室 

     検討事項 

     １．「2015 年度決算」について 

     ２．「寄附行為の改正」について 

     ３．「卒業式の名称変更」について 

     報告事項 

     １．「入試状況」について 

     ２．「2015 年度事業報告」について 

     ３．「学部の改組」について 

     ４．「他大学の学費の動向」について 

     ５．「理事長等の選任」について 

 

   第４回（１）2016 年 5 月 25 日（水） 13：30～13：40 

    出席者数 11 名、書記：総務課長 

    場   所  東海大学校友会館 霞が関ビル 35 階 

     審議事項 

     １．「寄附行為の改正」について 

     ２．「理事長等の選任」 

 

   第４回（２）2016 年 5 月 25 日（水） 13：40～14：20 

    出席者数 11 名、書記：総務課長 

    場   所  東海大学校友会館 霞が関ビル 35 階 

     審議事項 

     １．「理事会・評議員会」について 

      （１）「2015 年度事業報告」について 

      （２）「2015 年度決算」について 

      （３）「2017 年度入学検定料、入学金及び学費」について 

      （４）「学部改組」について 

      （５）「規程及び規則等」について 

     報告事項 

     １．「2016 年 3 月 24 日以降の主な事項」について 

     ２．「2016 年度入試結果」について 

     ３．「就職状況」について 

     ４．「名誉客員教授の委嘱」について 

   第５回 2016 年 6 月 10 日（金） 11：00～11：40 

    出席者数 7 名、書記：総務課長 

    場   所 国際武道大学 1 号館 5 階 小会議室 

     検討事項  
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     １．「教員の公募」について 

     ２．「職員の公募」について 

     報告事項 

     １．「学生募集活動等」について 

     ２．「教職員組合との団体交渉」について 

     ３．「2016 年度夏期の改修工事等」について 

     ４．「国立体育大学（台湾）とのスポーツ・学術交流協定書の調印」について」について 

     ５．その他 

      （1）学生宿舎の火災について 

 

   第６回 2016 年 6 月 24 日（金） 11：00～11：25 

    出席者数 7 名、書記：総務課長 

    場   所 国際武道大学 1 号館 5 階 小会議室 

     報告事項 

     １．「学校法人東海大学への義援金」について 

     ２．「夏の生活スタイル変革」について 

     ３．「国立体育大学（台湾）とのスポーツ・学術交流協定書の調印」について 

     ４．「教職員組合との団交」について 

     ５．「侍ジャパン大学日本代表」について 

 

   第７回 2016 年 7 月 7 日（木） 11：00～11：20 

    出席者数 6 名、書記：総務課長 

    場   所 国際武道大学 1 号館 5 階 小会議室 

     検討事項 

     １．｢２０１７年度予算編成の基本方針」について 

     報告事項 

     １．「学生募集活動等」について 

     ２．「産業医」について 

 

   第８回 2016 年 7 月 29 日（金） 11：00～11：20 

    出席者数 8 名、書記：人事課長 

    場   所 国際武道大学 1 号館 5 階 小会議室 

     検討事項 

     １．「将来構想検討会議」について 

     ２．「規程及び規則等」について 

     ３．「国際武道大学教職員組合への開示請求」について 

     報告事項 

     １．「寄附行為変更認可書」について 
     ２．「理事長の登記」について 

     ３．「学校法人東海大学への義援金」について 

     ４．「産業医」について 

     ５．「全国高等学校体育科・コース スポーツ大会バレーボールの部」について 

     ６．「教員免許状更新講習」について 

     ７．｢特任教員」について 

 

   第９回 2016 年 9 月 9 日（木） 13：00～13：40 

    出席者数 8 名、書記：人事課長 
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    場   所 国際武道大学 1 号館 5 階 小会議室 

     検討事項 

     １．「常務理事会、理事会・評議員会の開催」について 

     ２．「建学記念日のスケジュール及び永年勤続者表彰対象者」について 

     ３．「規程及び規則」について 

     報告事項 

     １．「学生募集活動等」について 

     ２．「台風被害」について 

     ３．「後援会支部総会・個別面談会の参加状況」について 

     ４．｢学位授与式（9 月）」について 

     ５．｢国際武道大学教職員組合からの開示」について 

     ６．｢教員免許状更新講習」について 

     ７．｢全国高等学校体育科・コース スポーツ大会」について 

     ８．その他 

      （1）第 31 回オリンピック競技大会（2016/リオデジャネイロ）柔道女子 78kg 超級に 

おいて、別科武道専修課程の修了生である、干頌（ユ ソン）選手[中国]が銅メダル 

を獲得した。 

 

   第 10 回 2016 年 9 月 20 日（火） 11：00～11：40 

    出席者数 8 名、書記：総務課長 

    場   所 国際武道大学 1 号館 5 階 小会議室 

     検討事項 

     １．「大学院、学部・学科改組」について 

     ２．「熊本地震における学費減免」について 

     ３．「家計急変に伴う学費減免」について 

     報告事項 

     １．「入試」について 

     ２．「資産の運用状況」について 

     ３．「千葉県最低賃金改正」について 

 

   第 11 回 2016 年 10 月 7 日（金） 12：30～13：05 

    出席者数 12 名、書記：総務課長 

    場   所 霞が関ビル 35 階 

     審議事項 

     １．「理事会・評議員会」について 

      （１）「２０１７年度予算編成の基本方針」について 

      （２）「大学院、学部・学科改組」について 

      （３）「規程及び規則等」について 

 

     報告事項 

     １．｢２０１６年５月２６日以降の主な行事等活動」について 

     ２．｢入試」について 

     ３．｢任期制教員の採用」について 

     ４．｢事務職員の採用」について 

     ５．｢建学記念式典」について 

     ６．｢大学入試センター試験」について 

     ７．｢熊本地震における学費減免」について 
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     ８．｢家計急変に伴う学費減免」について 

     ９．｢台風被害」について 

     10．｢資産の運用状況」について 

 

   第 12 回 2016 年 10 月 28 日（金） 11：00～11：20 

    出席者数 8 名、書記：総務課長 

    場   所 国際武道大学 1 号館 5 階 小会議室 

     検討事項 

     １．「改組等プロジェクトチームの編成」について 

     ２．「任期制教員の採用」について 

     ３．「事務職員の採用・募集」について 

     ４．「常務理事会の開催」について 

     報告事項 

     １．「入試」について 

     ２．「第１２回関東地区大学野球選手権大会」について 

     ３．その他 

      （１）鳥取県中部地震について 

 

   第 13 回 2016 年 11 月 18 日（金） 11：00～11：15 

    出席者数 6 名、書記：総務課長 

    場   所 国際武道大学 1 号館 5 階 小会議室 

     検討事項 

     １．「教育目標・各種方針等」について 

     ２．「2016 年 年末以降の日程」について 

     ３．「常務理事会の開催」について 

     ４．「施設等改修工事に伴う補正予算」について 

     報告事項 

     １．「入試」について 

 

   第 14 回 2016 年 12 月 9 日（金） 15：00～15：40 

    出席者数 11 名、書記：総務課長 

    場   所 東海大学校友会館 霞が関ビル 35 階 

     審議事項 

     １．「教育目標・各種方針等」について 

     ２．「2016 年度 年末以降の日程」について 

     報告事項 

     １．「2016 年 10 月 8 日以降の主な事項」について 

     ２．「入試」について 

     ３．「事務職員の募集」について 

     ４．「施設等改修工事」について 

     ５．「体育学部設置法人の財務動向」について 

 

   第 16 回 2017 年 1 月 11 日（水） 11：00～11：10 

    出席者数 8 名、書記：総務課長 

    場   所 国際武道大学 1 号館 5 階 小会議室 

     検討事項 

     １．｢常務理事会、理事会・評議員会」について 
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     報告事項 

     １．｢入試」について 

     ２．｢大学入試センター試験の実施」について 

 

   第 17 回 2017 年 1 月 25 日（木） 11：00～11：30 

    出席者数 7 名、書記：総務課長 

    指名出席者 関会計課長（補正予算の説明） 

    場   所 国際武道大学 1 号館 5 階大会議室 

     検討事項 

     １．「2016 年度 補正予算」について 

     ２．｢規程及び規則等」について 

     ３．「事務職員の採用」について 

     ４．「看護職員の採用」について 

     報告事項 

     １．｢ＳＤ研修会」について 

 

   第 18 回 2017 年 2 月 10 日（金） 14：00～14：30 

    出席者数 12 名、書記：総務課長 

    場   所 霞が関ビル 35 階 

     審議事項 

     １．「理事会・評議員会」について 

      （１）「2016 年度収支予算の補正予算（案）」について 

      （２）「規程及び規則等」について 

     報告事項 

     １．「2016 年 12 月 10 日以降の主な行事等活動入試状況｣について 

     ２．「入試」について 

     ３．「看護職員の募集」について 

 

   第 19 回 2017 年 2 月 23 日（水） 11：00～11：35 

    出席者数 7 名、書記：総務課長 

    場   所 国際武道大学 1 号館 5 階 小会議室 

     検討事項 

     １．「事務職員の採用｣について 

     ２．「人事」について 

     ３．「学校法人国際武道大学組織の改編」について 

     ４.「学費未納（滞納）者に対する取り扱い」について 

     ５.「職員人事評価」について 

     ６.「常務理事会、理事会・評議員会」について 

     ７.「2017 年度常務理事会等の日程」について 

     報告事項 

     １.「入試状況」について 

     ２.「2017 年度キャンパスカレンダー」について 

     ３.「普通自動車での通学」について 

     ４.「後援会と大学との懇談会、懇親会の開催」について 

     ５．その他 

      （１）第 15 回松前カップ柔道大会について 
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   第 20 回 2017 年 3 月 10 日（金） 11：00～12：05 

    出席者数 8 名、書記：総務課長 

    指名出席者 関会計課長（予算の説明） 

    場   所 国際武道大学 1 号館 5 階 小会議室 

     検討事項 

     １.「教育振興募金｣について 

     ２.「2017 年度事業計画｣について 

     ３.「2017 年度収支予算（長期年次計画）」について 

     ４.「評議員の選任」について 

     ５.「規程及び規則等」について 

     ６.「2017 年度常務理事会等の日程」について 

     報告事項 

     １.「入試状況｣について 

     ２.「後援会役員との懇談会」について 

     ３.「役職教職員」について 

 

   第 21 回 2017 年 3 月 22 日（水） 15：30～16：25 

    出席者数 12 名、書記：総務課長 

    場   所 東海大学校友会館 霞が関ビル 35 階 

     審議事項 

     １．｢人事」について 

     ２．｢学校法人国際武道大学組織の改編」について 

     ３．｢教育振興募金」について 

     ４．｢理事会・評議員会」について 

      （１）「2017 年度事業計画」について 

      （２）「2017 年度収支予算」について 

      （３）「評議員の選任」について 

      （４）「規程及び規則等」について 

     報告事項 

     １．「2017 年 2 月 11 日以降の主な行事等活動」について 

     ２．「入試」について 

     ３．「役職教職員」について 
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 ２．役員・評議員等の異動状況 
  2016 年度の学校法人国際武道大学の役員・評議員の異動状況は下記のとおりである。 

 

   ① 理 事 

      大平 光洋 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      尾郷 良幸 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      平山 正剛 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      松前 達郎 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      松前 義昭 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      青木 勝彦 （第四号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      岩井 美樹 （第四号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      猿田 寿男 （第四号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      直井 三郎 （第四号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      中村 敏之 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      蒔田  実 （第四号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      三藤 芳生 （第四号） 2016 年 4 月 1 日 就任 

      森  英介 （第四号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      山下 泰裕 （第四号） 2016 年 4 月 1 日 就任 

 

   ② 監 事 

      笠巻 孝嗣  2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      内田 安昭  2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

 

   ③ 評議員 

      髙見 令英 （第一号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      松井完太郎 （第一号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      中島 一郎 （第一号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      丸橋 利夫 （第一号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      岩井 美樹 （第一号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      清野 義弘 （第一号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      野村 一也 （第一号） 2016 年 4 月 1 日 就任 

      秋場 信広 （第二号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      石原 達朗 （第二号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      岩切 公治 （第二号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      大崎 栄貴 （第二号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      清宮 正喜 （第二号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      深谷 典昭 （第二号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      藤田  純 （第二号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      植芝 守央 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      内田 康介 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任 

      大野 孝弘 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      大平 光洋 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      尾郷 良幸 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      小野 恭子 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任 

      片山幸太郎 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      川島 一浩 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任 

      窪田 史郎 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任 
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      栗原 茂夫 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      猿田 寿男 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      平山 正剛 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      福本 修二 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任 

      松前 達郎 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      松前 義昭 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      森  英介 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

      山下 泰裕 （第三号） 2016 年 4 月 1 日 就任  重任 

 

 

 ３．規程・規則等の整備状況について 
  2016 年度の規程・規則等の制定、改正等及び文部科学省への届け出は下記のとおりである。 

 

① 学校法人国際武道大学寄附行為の改正 

寄附行為変更の決議 2016 年 5 月 25 日 

文部科学大臣への寄附行為変更認可申請 2016 年 6 月 9 日 

 

② 規程・規則等の制定（4 件） 

規 程 等 名 制 定 日 

国際武道大学教授会運営規則 2016 年 10 月 7 日 

国際武道大学大学院学位論文審査基準規則 2017 年 2 月 10 日 

国際武道大学大学院特定課題研究審査基準規則 2017 年 2 月 10 日 

国際武道大学私費留学生奨学金内規 2017 年 2 月 10 日 

 

③ 規程・規則等の改正（13 件） 

規 程 等 名 改 正 日 

国際武道大学の研究活動における不正行為の防止に関する規程 2016 年 5 月 25 日 

国際武道大学大学院学位規程 2017 年 2 月 10 日 

学校法人国際武道大学役員等給与規程 2017 年 2 月 10 日 

学校法人国際武道大学及び国際武道大学管理組織規程 2017 年 3 月 22 日 

学校法人国際武道大学教職員の育児・介護休業等に関する規則 2017 年 2 月 10 日 

国際武道大学私費留学生奨学金規則 2017 年 2 月 10 日 

学校法人国際武道大学及び国際武道大学管理組織規程施行規則 2017 年 3 月 22 日 

国際武道大学スポーツ奨学金規則 2017 年 3 月 22 日 

家計急変の伴い学業継続が困難となった在学生に対する学費等減免内

規 
2016 年 5 月 25 日 

国際武道大学の懲戒に関わる内規 2016 年 5 月 25 日 

学校法人国際武道大学役員等の功労金等支給に関する内規 2017 年 2 月 10 日 
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授業補助の取扱いに関する内規 2017 年 2 月 10 日 

国際武道大学スポーツ奨学金内規 2017 年 3 月 22 日 

 

④ 規程・規則等の廃止（5 件） 

規 程 等 名 廃 止 日 

国際武道大学体育学部教授会運営規則 2016 年 10 月 1 日 

国際武道大学私費留学生奨学金 私費留学奨学生候補者選出内規 2017 年 2 月 10 日 

国際武道大学創立 20 周年記念奨励金給付規則 2017 年 3 月 22 日 

国際武道大学創立 20 周年記念学生奨励金給付内規 2017 年 3 月 22 日 

国際武道大学創立 20 周年記念特別奨励金給付内規 2017 年 3 月 22 日 

 

⑤ 文部科学省への届出（2 件） 

規 程 等 名 届 出 日 

国際武道大学大学院学則の改正 

（平成 29 年度入学生の学費等の追加） 
2017 年 3 月 30 日 

国際武道大学学則の改正 

（平成 29年度入学生の学費等の追加及び平成 29年度カリキュラム改革

に伴い、科目の新設、単位履修方法の一部変更） 

2017 年 3 月 30 日 
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